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1.本書は、石川県小松市那谷町に所在した、那谷桃の木山古窯跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、県営公害防除特別土地改良事業ー梯川流域地区ーの実施に伴い石川県教育委

員会が小松市教育委員会の協力を得て実施した緊急発掘調査報告書である。

3.発掘調査は、昭和53年10月2日から11月22日にかけて行い、寓橋裕(石川県教育委員会

文化財保護諜) ・小村 茂・宮下幸夫が担当し、調査補助員として田島正和があたった。ま

た、考古地磁気測定は富山大学理学部教授広岡公夫氏に依頼した。

4.出土品整理及び報告書作成は宮下・望月精司が担当し、下記各氏の協力を得た。

<遺物の分類 ・復元> 打田外喜代、伊藤節子、山口美子、金森和美、若山智賀子

<遺物の実測 ・トレース>

<遺物の拓本>

<遺構のトレース>

成毛覚美

宮田佐和子・江野直子

打田外喜代

江野直子

5.報告書の編集及び執筆

本書の編集は、小村指導のもと、宮下・望月が担当した。

執筆は、第 I章 ・第2章・第3章を宮下が、第 4章・第 5章を望月が担当した。

fi. 本舎で示す方位は、すべて磁北である。尚、第 l~には国土地理院発行25，000分の l 地形

図(昭和62年発行「小松Ji動橋J)を使用した。

7.調査の実施及び報告書作成にあたっては、以下の方々、機関。団体から御協力と御指導を

賜った。記して謝意を表したい。 (敬称略 50音順)

内堀信雄折戸靖幸北野博司木立雅朗田嶋明人 福島正実湯尻修平

小松市那谷町有志石川県小松土地改良事務所 石川県立埋蔵文化財センター

小松市林町有志

8.発掘調査費用は、石川県農林水産部耕地整備課が負担し、出土品整理・報告書刊行費は小

松市教育委員会が負担した。





第1章 位置と環境

石川県の加賀地域は、白山大汝峰に源を発し、美川で日本海に注ぐ県内最大の河川である手

取川により北加賀と南加賀に分けられる。いわゆる南加賀は、西に日本海、東に白山前山丘陵

を形成する能美・江沼の両丘陵に挟まれた地域で、南に橋立台地と白山前山丘陵に挟まれた江

沼盆地北に手取川と梯川に挟まれた能美平野が広がる。

この江沼盆地と能美平野の中間位置に柴山潟 ・今江潟 ・木場潟 (現在、今江潟の全面と柴山

潟の 4割が干拓により消失)からなる加賀三湖とこれにより形成された潟埋積平野・ 三湖台地

が広がり、東南を白山前山丘陵と境を接し、いたるところで小谷を形成している。加賀温泉郷

の一つである粟津温泉は、林町より東南方にのびる谷の中程に位置している。この粟津温泉よ

り那谷町をとおり山代温泉へ主要地方道が通っている。この道路の那谷町をすぎたあたりで、

分校町へ抜ける県道が分岐している。本窯跡は、この分岐点よりやや分校よりに入った小谷の

東斜面に位置していて、南加賀古窯跡群に含まれる窯跡である。

南加賀古窯跡群は、白山前山丘陵のうち、江沼盆地の東端をなす動橋川とその支流の那谷川

及ぴ加賀三湖の木場潟に注ぐ馬場川の開析により形成された、標高40~100mの低丘陵地帯に

存在する須恵器 ・埴輪 ・土師器 ・益器窯跡を総称したもので、県内最大の規模をもっ。

この窯跡群の出現は、ほほ6世紀初頭頃と考えられ、 ニツ梨東山 4号窯跡がこの時期に相当

すると思われ、当古窯跡群において発掘調査が実施されたもののなかでは最も時代が古い。ま

た、二ツ梨トノサマイクでは埴陶兼業窯が営まれ、三湖台に所在する古墳へ供給されている。

6世紀代では、この二ツ梨地区と、南加賀古窯跡群の西端部を占める分校・松山地区及び那谷

地区 (本窯跡の西隣の金比羅山古窯跡 那谷川水系域)で操業がなされている。

以後、生産を拡大して行くが、最も栄える時期は本窯跡の操業が行なわれた 8世紀の前半頃

で、窯場の拡大に伴って窯跡数が急増する。8世紀代では、 二ツ梨地区で新たに 5箇所で操業

が開始される一方、この時期を最後に那谷川水系域での窯業生産が終了し、後半には収束 ・統

合の傾向を見せる。

このことは 9世紀には顕著に現われ、生産規模は縮小していく 。窯跡も、箱宮地区で新たに

操業が開始する以外は、戸津・ 二ツ梨地区において存続しているのみである。しかし、戸津地

区を中心として、 9世紀の終わり頃に生産が再興され、生産量は爆発的に増加し、再び盛期を

迎える。また、各地区で瓦の同時焼成が見られる。当古窯跡群での須恵器生産は、 10世紀を最

後に見られなくなる。

査器系中世陶器(加賀古窯製品一加賀古陶)の生産は、須恵器生産の終了から現在までのと

ころ、 二世紀近く後の12世紀末に開始されたと考えられる。 ニッ梨オクダニ窯で操業が開始さ

れ、その後生産地点、が分散したと考えられる。更に後の那谷ダイテンノウダニ窯の時期に至り

拡大的な展開を迎え、大聾の量産化が認められる。次の時期は、生産が安定した展開をみせて

いて、那谷カミヤ窯と湯上ユノカミダニ窯がこれにあたる。後、生産がユノカミダニ窯に集約

され、西荒谷カマンダニ窯に移転し、 14世紀後半頃かおそくとも15世紀の前半頃に操業が停止

すると現在は考えられる。
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第 2章調査至る経緯と調査概要

第 1節調査に至る経緯

桃の木山古窯跡の調査は、県営公害防除特別改良事業一梯川流域ーの実施に伴う緊急発掘調

査によるものである。

昭和52年度に小松市梯川流域のカドミウム汚染田の土地改良事業が実施されることになり、

水田客土用の土砂採取場に、小松市那谷町地内通称、桃の木山が選定された。この計画決定を知っ

た小松市教育委員会社会教育課 (当時)は、石川県教育委員会文化財保護課 (当時)に対し

「土砂採取予定地内に古窯跡が所在するjと連絡した。文化財保護課では直ちに現地確認を行

い、灰原部分から多量の須恵器片が採取され、当該地に奈良時代の古窯跡が存在ことを確認し

た。それをも って文化財保護課は、石川県農林水産部耕地整備課との間でその取り扱いについ

て協議を行なった。

その結果、当該古窯跡部分は昭和53年度に採取する計画で、昭和52年度は、当該地の北に続

く斜面を採取する計画であったため、北側及び東側について分布・試掘調査を実施し、他の埋

蔵文化財の所在の有無を調査することとなった。

昭和52年9月19日から 9月23日まで、延べ 5日間にわたりトレンチ法により試掘調査を実施

たが、調査地区には灰原等古窯跡の存在を暗示するような所見は得られず、当該土砂採取予定

地内には、古窯跡 1基だけが所在するとの結論に達した。その結果、再度、耕地整備謀との聞

で協議を行ない、昭和53年度に緊急調査を実施し、記録保存を図ることで双方が合意した。

昭和53年度に入札文化財保護課と耕地整備課では、土砂採取の進行状況に合わせ協議を行

い、発掘調査は小松市教育委員会の協力のもと秋に行なうこととなった。

第 2節調査概要

発掘調査は昭和53年10月2日より開始した。まず、ブドウ棚の撤去を行い、後、現況の地形

図を作成。 トレンチを設定し、窯体の確認作業を行なう。 6日までに焚口部の壁を検出し、こ

こより窯尻方に追求する。窯はくりぬきと判明したが上部の土量が多く、壁残存高までの地山

の排土に11月l日までかかる。 2日より前庭部の掘り下げを開始し、並行して床面の追求を行

なう。 6日に焚口部に立ったままの炭化木材を検出した。また、清掃を行い、 7日には写真撮

影、平面図・断面図の実測、後、床面遺物の取り上げを行なった。 8日に焚口部から前庭部に

かけて掘り下げた結果、焚口部床面下約40cmに床面を検出した。 10日には前庭部に土坑状遺

構を検出、この掘り下げを行なう。13日に富山大学広岡教授による考古地磁気測定資料採取が

行なわれた。 16日に下の床面の追求を行い、前庭部に 4個のピットとこれより古い排水溝を検

出した。18日に写真撮影 ・図取りを行い、 20日には広岡教授による 2回目の考古地磁気測定資

料採取が行なわれた。

窯体の追求と並行して、灰原及び周辺の調査を行なった。その結果、窯体の左方(南側)に

調査時性格不明でカマド状遺構とした遺構が検出された。また、窯体の左やや下方に土坑が2
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100m 

第 2図 桃の木山周辺地形図 (S= 1 /2，500) 

基検出された。

以上の調査と写真撮影 ・図取りを終え、 11月22日に器材の撤収を行い発掘調査を完了した。

尚、昭和52年度の試掘調査時に本窯跡の南東斜面において l個の須恵器及び焼土が若干検出

されたので、昭和54年度に、石川県教育委員会の依頼で小松市教育委員会が補足の分布調査を

行なった。しかし、新たな遺構 ・遺物の検出がなく、おそらく耕作時の移動と考えられた。後

の出土品整理で、この破片と窯跡灰原出土の破片が接合されたことによってもうなずけるので

はなかろうか。

また、ここで不祥事を詫びなければならない。それは、調査が昭和53年と古く、その問小松
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市教育委員会の調査事務局の場所が数度移動し、また、整理を行なう場所も同じく 二転三転と

したため、調査記録のうち最も大切な図面類が紛失してしまい、本報告は、概要報告害の図面

等を再掲載しなければならなかった。窯体断面図や灰原の土層図等はそのような理由で載せら

れなかった。以後の記述も、日誌・調査員の野帳及び概要報告書をもとにしたものである。

第 3章
、主包

ユ息 ネ茸

発掘調査で検出された遺構は、須恵器窯跡 l基 (桃の木山 1号窯)、土師器窯跡 1基(同 2

号窯)と 3 基の土坑(同 1~3号土坑)であった(第 3 図)。

遺構は、ブドウ畑としての開墾 ・耕作の影響をほとんど受けていなく、灰原が若干削平され

ていたにすぎなかった。以下、その遺構の構造、規模等の概略を述べる。

1 0 1 号窯

黛体は、等高線に直交して構築されていて、主軸方位はN-75
0 -wを測る。窯尻で、現地

表より窯底まで深さ208mを計り、焚口よりくりぬいて構築した地下式の無階無段登窯である。

窯体は、大きく分けて 2回の改造が認められ、これを I次床・ E次床(最終床)と呼称した。

I次床 (第4図)は、全長802m、幅は焚口部で1.25m、燃焼部で1.35m、焼成部最大で1.6

mを測る。床面の傾斜は、焚口より燃焼部にかけてやや下降していて、後、上昇に転じ焼成部

では約20度であった。 焚口右側より前庭部右側にかけては、幅20~25cm、深さ 15cmの排水溝

が掘られている。本床は、一部改造及び部分的に修復されていて、その時点で排水溝は埋めら

れている。

H次床 (第5図)は、 I次床を崩れた天井や側壁で埋めてかきあげし、地山の黄褐色粘質土

を貼って床としている。全長705mで床面残存部までは主軸上で800mを測る。幅は、焚口部で

1.35m、燃焼部で1.5m、焼成部最大で1.6mを測る。 I次床より焚口部を50cm奥に設け、やや

幅を広げている。床面の傾斜は、焚口より燃焼部にかけてやはりやや下降していて、後、焼成

部下方で10-15度、上方で約20度であった。

焚口部には、炭化木材が6本遺存していて、 3本は立ったままの状態であった。これらは、

最終焼成時にとり残されたものと思われ、ほぽ原位置と考えられる。太さは、 10-15cm、長

さ 80~90cmであった。

前庭部には、 I次床の溝や土坑を埋めて、そのあとに径15-20cmのピット 4個が穿たれて

いた。これにより、前庭部から焚口にかけて、覆屋があったと思われる。

20 2 号窯 (第6図)

i 号窯の南側に並行して築かれていた。平面形は、南北105~llOcm、東西60~70cmの長方

形プランを呈している。 西壁部分で地山を20~25cm掘り下げていて、床面は水平であった。

壁、床面とも焼けていて、東部分が若干削られていたが遺存度は良好であった。西壁のほぼ中

央に径23cmのロート状のピットが穿たれていたが、このピットの中は焼けていなかった。

本窯の床面中央より塗彩土師器片が若干検出された。
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3. 1 -3号土坑 (第4図)

1号土坑は、 I次床の前庭部に検出されたもので、 2.1Xl.lmのやや長方形プランを呈し、

深さ90cmを測る。おそらく、 I次床の残灰処理等のためのものと考えられる。

2号土坑は、 l号土坑の南東に検出されたもので、 1.2Xl.Omの楕円形プランを呈し、壁の

一部が焼けていたので、土師器窯の可能性があるかもしれない。

3号土坑は、2号土坑の横に検出されたもので、径1.5mの略円形プランを呈 している。

なお、前庭部及び窯体の周聞には、径15~20cm位のピッ ト が多数認められたが、柱穴とし

てまとまったものは、前述の覆屋のもの以外は検出されなかった。

⑨ 

ζ4 

第 6図 2 号窯~実説1)図 ( S=1/20) 

4.考古地磁気

考古地磁気は、富山大学理学部教授広岡公夫氏に測定を依頼した。その測定結果は、理学部

地球科学教室の広岡公夫 ・岡田宗 ・吉村勝之 ・井口滋存の各氏連名で報告を頂いた。

それによれば、桃の木山 I号窯 I次床面はA.D.850::!::70年、同焚口部はA.D.650::!::80年、 H

次床面はA.D.840::!::40年、 2号窯跡はA.D.570::!::50年又はA.D.800::!::25800年であった。

以下、そのデーターを示す。

I号窯 I次床面 (1-F F) 試料数 15 試料採集年月日 1978.11.13

1号窯 I次焚口 (1-FE) // 11 

l号窯H次床面 (1 L) ~ 14 

2号窯 (lK) // 11 

偏角補正値 (0W)は全て4.43

-10ー



測定結果

l-FF 

l-FE 

1L 

;翻個数(N):

13 

10 

9 i 

l号窯TOTAL(IT}: 22 

1K 8 : 

平均編角("E): 平均伏角(0):α95(" ) : 

-20.75 42.93 i 2.98 

-19.71 71.13 i 8.56 

-19.12 47.50 i 3.31 

-20.12 44.80 : 2.28 

-19.50 50.25 i 7.74 

oeclination 
N 
O
。

-11-

K :磁化強度(emu/g)

194.2 i 4.85E-4 

32.8 

242.8 

186.3 

52.2 

3.63E-4 

5.27E-4 

2.22E-4 



第 4章
、益三

ユ塁 物

当遺跡において出土した遺物は、大半がl号窯跡とそれに伴う灰原から出土した須恵器で、

I号窯跡I次床から289点、 E次床から588点、窯体覆土から178点、 前庭部から870点、灰原か

ら4518点、周辺の土坑から180点の破片数を数える。また、僅かではあるが、 2号窯跡(土師

器窯)等から土師器が10点出土している。以下に須恵器と土師器に分けて、各出土地ごとに遺

物の説明を加え、編年的な検討を加えてみようと思う。

第 1節須恵器
各出土地の遺物を個々に説明する前に、出土量が多く ー器種内で細分できる供膳器などの器

種について、あらかじめ分類を試み、その分類基準を呈示しておきたいと思う。

( 1 )器種分類

坪蓋

当遺跡において出土した杯蓋は、口縁部に返りをもつものと折り返しのものに大別される。

返りをもつものは、破片で2個体出土しているだけで、分類するまでには至らない。

折り返し口縁のものは、回転ヘラ切り後回転ヘラ削りを施し、偏平紐を貼付する点では共通

しているが、器形から山笠状に聞き、高いタイプ (A) と天井部に平坦部をもっ、やや偏平な

タイプ (B) とに分けられる。 Bタイプは平坦部に広くヘラ削りを施すものが多く、 Aタイプ

のへラ削りはやや幅狭に施される。また、口縁端部の形態から、口縁部折り返しが長く、薄手

のもの(1 )、折り返しが長いが、厚手のもの(2 )、n縁端部外面が凹線状に窪むもの (3)、

折り返しが短く、薄手のもの(4 )、短く厚手の もの (5 )の 5つのタイプが存在する。そし

て、さらに、口径から 14~18cmのもの(1)と、 20cm以上のもの (II) とに分類できる。

有台坪

成形技法は底部を回転へラ切り後軽いナデまたは未調整する点で共通しているが、勾:身の深

さにより径高指数30以上の深身のタイプ (A) と径高指数30未満のやや浅身のタイプ (B) に

分けられ、高台の形態により、足高のもの(1 )、 「ハ」の字に踏ん張る形態で、畳付き部が

平坦に接地するもの(2 )、 2の形態で、低いもの(3 )、 2の形態で、内側接地するもの

( 4 )、高台部付け根がすぽまり、畳付き部が窪むもの (5 )とに区分できる。そして、口径

から14-16cmのもの(1)と19cmのもの (II) に分けられる。

無台坪

調整技法は手持ちヘラ削りものや回転ヘラ削りするものも一部見られるが、他は底部回転ヘ

ラ切り後軽いナデか未調整のままにする点でほぼ共通している。しかし、杯身の深さにより径

高指数30以上の深身のタイプ (A) と径高指数30以下のもの (B) とに分けられ、器形からさ

らに、底部が厚手で、底部から体部へ丸く立ち上がるもの(1 )と底部がやや薄手で、平底を

呈するもの (2) とに細分できる。そして、口径から12-14cmのもの(I)と 15cm台のもの

(II)に分けられる。

鉢

底部から丸味をもって立ち上がり、頚部で「くjの字に屈曲して口縁部に至る器形や櫛描き

波状文を施すという特殊なものではあるが、ここでは鉢として扱った。良く似たもので、査や

-12 -
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杯として扱っているものもある。 口径は 14~1 5cmを測る 。 そして、波状文の施文をもち、底部

がやや平底風となるもの (A)と施文しないものでやや丸底風の底部を呈するもの (B)とに

分けられる。

すり鉢 (篠原遺跡報告書での鉢F類に相当)

ここでは底部を欠損しているものの、すり鉢と推定される破片 も含めて、分類をおこなった。

体部外面の整形方法により 、縦位の制毛目調整後ヨコナデを施すもの (A) とヨコナデ調整の

み施すもの (B)とに分けられ、 Bの中で櫛描き波状文を施すもの (B1)とそうでない もの

(B 2) とに細分される。

短頚壷

胴部の器形により A~ C の 3 つに分類できる。 Aは胴部上位に最大径を も ち、肩の張る器形

で、ヨコナデ調整を施す。底部には高台が付される可能性が大きい。Bは胴部の丸い器形で、

外面に平行叩きとカキ目調整、内面に同心円叩きを施す。底部は丸底になると恩われる。Cは

小型品で、上から押しj賞したような器形を呈する。

聾

口径により 35cm程度の大型品 (A) 、 20~25仰の中型品 (B ) 、 1 2~17 の小型品(C)に

分けられる。Aは口縁部が長く外反し、端面が外傾する器形のもので、 口頚部に縦位刷毛目調

-13 -



整後櫛描き波状文を施し、鯛部に外面平行線文叩きと内面同心円文叩きを施すもの。篠原遺跡

の聾Aに相当する。Bは口縁部がやや短めで、水平の口縁部端面をもっ器形で、丸く肩の張る

胴部をもっ。調整は口頭部ナデのみで、胴部はAとほぼ同様だが、外面の一部にカキ目調整を

施すもの。篠原遺跡の聾Bに相当する。 Cは口縁部が短く外反し、端面が外傾または水平とな

る器形のもので、 Bと同じような胴部器形をもっ。調整はBとほぼ同様だが、平行線文叩きを

消すくらいカキ目調整が顕著に施される。

以上、分類してきたが、他に高杯、甑、長頚瓶 (篠原遺跡の瓶A類に相当)、広口瓶 (篠原

遺跡の萱J類に相当)、浄瓶 (篠原遺跡の瓶F類に相当)、横瓶の器種も確認されている。

( 2) 1号窯跡 I次床出土須恵器(第8図、 写真図版5~ 8) 

I次床出土の須恵器には、杯蓋 ・有台杯 ・無台t不・鉢などの供膳器、長頚瓶 ・横瓶・短頚査

の査瓶類及び大中小の聾類などの貯蔵器が確認できる。個体数の比率は破片数では杯蓋74点、

杯類22点 (うち有台杯21点)、査瓶類71点 (うち長頚瓶14点、横瓶46点、短頭蓋 I点)、杯12

ぷ三 L-ー也、

戸一 一一一一 →

2 

7 

14 

15 

17 
Efヨ

19 

。回
18 。 初 cm

第8図 l号黛跡 I次床出土遺物 (1 -171i S = 1 / 3、18・19は 5=1/6)
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i点を数え、口縁部計測法によれば、杯蓋79%、杯6.6%、鉢9.4%、短頚査 5%の比率を求め

ることができる。

1-11は口縁部折り返しの杯葦。BI類に属するものが大半ではあるが、僅かにA類に近い

もの (5・6)もある。口縁端部の形態は l類 (1・3・10・11)、2類 (2・4・7・8)

のような長く 下に伸びるものが多く、僅かに 4または 5類が付くもの (5・6)もある。

12-15は有台杯で、 AI類 (15) に属するものが一点ある以外は総てBI類に属する。高台

の形態は、図示しなかったものも含めれば、高くしっかりした高台の l類(15)が多く、次い

で2類(13・14)が多い。

16は鉢で、底部付近を欠損する。内外面にヨコナデのみを施すB類に属する。

18は胴部下位以下を欠損する短頚査でA類に属する。肩部の鋭く張った器形をしており、肩

衝査として扱って良いものかもしれない。また、短頚査の蓋と恩われる17も出土している。

19は口頚部と高台部を欠損する長頚瓶である。

( 3) 1号窯跡 E次床 (最終床)出土須恵器 (第9・10図、写真図版5-7) 

この床面遺物は、土器の色調と焼け具合から 3つに区分できる。黒色または暗赤灰色に焼け

歪み、乳白色の自然、紬が厚くまたはゴマシオ状に付着している土器 (aグループ)、灰色また

は灰白色に普通に焼けている土器 (bグループ)、外面に緑色の自然紬が厚く付着している土

器 (cグループ)が存在し、前者2つは比較的まとまった出土状況を示している。また、 aグ

ループの土器は 次床の取り残しと思われる土器と接合関係にあるため、焼台としての可能性

が強い。これに対し、 b. Cグループは窯体取り残しの土器と思われる。

器積l立、杯葉、有台杯、無台杯、鉢、高杯な どの供膳器、甑や藷瓶類、杯類などの貯蔵器が

確認されている。個体数の比率は破片数で見ると、杯蓋298点、杯類140点 (うち有台80点、無

台57点)、鉢 i点、甑22点、査瓶類17点、費類132点を数え、口縁部計測法では杯蓋62.8%、

杯28.3%、高杯2.7%、甑2.5%、費3.7%である。先にも触れたように、 aグループとした焼台

の土器やcグループの土器には杯蓋が多く、上記の器種比率になるのも当然ではあるが、杯身

の比率もかなりの量を占めていることを考えれば、供膳器主体の器種組成をもっていることは

間違いないと考える。

第9図 1-27は折り返し口縁の杯蓋。これらも上記の a-cグループに分けられるのだが、

グループによって器形や口径が異なるといった傾向が見られる。つまり、 aグループ (1-15) 

及びbグループ(16-18)はB1類に属するものが大半で、 cグループ (19-27) はAI類に

属するといった傾向である。口縁端部の形態についても AI類と BI類とでは異なった傾向が

見られる。AI類には短く厚い 5類 (19-25) のものが多く、 2類 (27) や4類 (26)がこれ

に混じる。B1類は 4類(11-14・16・17)、5類 (7-10)のような短いものと l類 (1-

4 ) ・2類 (5・6・15)のような長いものがほぼ同量存在する。

第9図28-33、第10図 1-4は有台杯で、 AI類と B1類にほぼ分けられる。AI類は cグ

ループに、 B1類は bグループに入るものが多い。高台の形態はAI類には 5類 (28・29・3)

が付くことが多く、 B1類には 2類 (1・4)、3類 (2・3)が付く傾向をもっ。

第10図5-12は無台杯で、総てB11類に属する bグループのもの。器形がやや偏平なもの

とやや深身のものとが存在するものの、底部はいずれも丸底風であり、細分は困難である。ま

た、 12のように手持ちへラ削りの調整技法を施すものもある。

第10図13は脚部を欠損するため断定はできないが、高杯の杯部と恩われる。杯部の器形は浅

E
d
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い域状を呈し、器面調整は底部付近をヘラ削り、内面を刷毛のような工具でナテ調整している。

第10図14は甑で、底部から口縁部にかけてほほ真っすぐに立ち上がるずん胴の器形を呈す。

整形技法は上半を刷毛調整、下半を叩き調整その境をカキ目調整によって仕上げている。

第10図15-17は斐。15・16は小型品のC類、 17は大型品のA類である。15はC類の中で最も

小さく、口径12cmを測り、口縁端部の上端を若干つまみあげる。16は口縁端部を丸く仕上げて

いる。このC類の土器は cグループに入るもので、歪みが著しく、復元不可能な破片が多い。

17は口縁端部の下端を垂下させるもので、口縁部上位に櫛描き波状文を 2段施す。aグループ

に属するもので、 E次床焼台として考えられるものである。

( 4) 1号窯跡 H次床覆土出土須恵器(第10図、写真図版7) 

器種lま、杯蓋、有台杯、無台杯、鉢、すり鉢などの供膳器、長頚瓶、横瓶、短頚査などの査

瓶類や費類などの貯蔵器が確認されている。個体数の比率は破片数で見ると、杯蓋75点、杯類

25点(うち有台12点、無台11点)、鉢6点、壷瓶類9点(うち長頚瓶2点、横瓶3点、短頚査

l点)、斐類62点を数える。出土量が少ないため、口縁部計測法での比率は信想性にかけるこ

とと、 E次床に接合するものが多いことから、破片数の呈示のみにとどめる。

15・16は折り返し口縁の杯葦で、いずれも aグループのB1類に属する。口縁端部の形態は

15が2類、 16が I類で、 H次床焼台の土器群に共通する。

17は有台杯で、 B4 1類に属し、 bグループに入る。

18は鉢で、口縁部内面に粗雑な櫛描き波状文を 2段(上6条、下4条)に施す。

19は胴部下半以下を欠損する短頚室。器形は胴部の丸いB類に属し、底部は丸底を呈すると

恩われる。

( 5) 1号窯跡前庭部出土須恵器(第11. 12図、写真図版 6-8) 

器種は、杯輩、有台杯、無台杯、鉢、すり鉢などの供膳器、甑、長頚瓶、広口瓶、横瓶、短

頚査などの壷瓶類、杯類などの貯蔵器が確認されている。個体数の比率は破片数で見ると、勾:

蓋299点、杯類152点(うち有台74点、無台15点)、鉢18点、すり鉢4点、甑i点、牽瓶類55点

(うち長頚瓶22点、広口瓶 i点、横瓶2点、短頚壷14点)、費類340点を数え、口縁部計測法で

は杯蓋29.9%、杯18.4%、鉢8.4%、すり鉢6%、広口瓶8%、短頚査7.4%、費22%である。

第11図 1-3は折り返し口縁の杯蓋で、総てB類に属する。 1. 2は口径17cm程度で I類に、

3は22cm程度でE類にはいる。口縁端部の形態は iと3が l類、 2が3類のもので、総て折り

返しの長い形態である。

第11図4-13は有台杯で、 4-6はAI類、 7..._ 12はB1類、 13はBll類にそれぞれ属す。

高台の形態はAI類には 5類が付き、 BI類には 2類 (7・8・11)が多いようである。13は

19cm台の大型のもので、胎土や色調から見ても、 3の杯葦とセット関係にあると恩われる。

第11図14-16は無台杯。15はBJ 1類に、 16はBzl類にそれぞれ属する。14は底部を欠損す

る破片であるため、はっきりしたことは言えないが、丸底のぶ厚い底部をもっ可能性がある。

器形上、無台杯として位置付けて良いものか判断しかねたため、分類の項目としては扱わなかっ

た。

第11図17-19は鉢。櫛描き波状文の有無から17・18はA類、 19はB類にそれぞれ分けられる。

また、 17には波状文の下にヘラ状工具による連続刺突文が施されている。

第11図20・21はすり鉢で、刷毛調整を施すA類とナデ調整のB類 (B2類)とが存在する。

第12図Iは広口瓶の口頭部破片。口縁部の外反が著しく、口縁端部の上端を突出させる。

n
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第12図 lサ:繁跡。ij縫総出上遺物 (S~I/6 ) 

第12図2は口縁部と底部付近を欠損する長頚瓶の破片である。肩部の屈曲は鋭く、頭部と胴

部上位に 2条の沈線を施す。

第12図3は底部付近を欠損する短頚査の破片で、 B類に属する。屑部はやや緩く屈曲し、口

縁部はやや外傾する。また、短頚査の蓋と思われる第11図22も出土している。

第12図 4 ~ 9 は聾。 円径の大きさにより小型のC類 ( 4・5) と中型のB類 (6-9)に分

けられる。口縁部の形態はB.C類ともだいたい似ているが、 4のような円縁部上端を突出さ

せるものもある。

( 6) 1号窯跡灰原出土須恵器 (第13-16凶、写真図版 5~ 8) 

器種は、杯蓋、有台杯、無台杯、鉢、すり鉢などの供膳器、甑、長頚瓶、広口瓶、横瓶、短

頚査などの壷瓶類、聾類などの貯蔵器が確認されている。個体数の比率は破片数で見ると、杯

葦1352点、杯、類815点(うち有台405点、無台55点)、鉢39点、すり鉢19点、甑I点、壷瓶類22

4点 (うち長頚瓶107点、広口瓶5点、横瓶10点、短頚萱17点)、饗類2059点を数え、口縁部計

測法では杯葦48.1%、勾よ40%、鉢 1%、すり鉢0.8%、長頚瓶 2%、広口瓶0.5%、横菰1.2%、

浄瓶0.7%、短頭蛮0.5%、聾5.2%である。

第13図、第14図1-3は杯蓋。口縁部に返りをもつもの(第13図1・2) と折り返し口縁の

もの (他のものすべて)とが存在する。有返り口縁のものは口縁部の破片で、返りの部分が比

較的しっかりと作られており、回転へラ削りも口縁部付近まで及び、丁寧な作りをしている。

このような形態から、当窯跡群の他の製品よりも宵い感じがもたれ、また、いずれの土器も内

面に自然紬が付着していることから、当窯跡の製品とは考え難く、混入品として扱いたい。

-20-



折り返し口縁のものは、 AI類に属するものと BI類に属するものがある。AI類に属する

ものは、口縁端部形態が5類 (第13図26・27、第14図1..... 3)や2類 (第13図25)の厚手のも

のがつくことを特徴とする。また、焼け具合はE次床でcグループとした緑色の自然紬が付着

するものである。BI類に属するものは、口縁端部形態が薄く長く折り返す l類のもの (第13

図3.....12)が多く、次いで 2類 (第13図13.....19)、3類 (第13図20・21)、4類(第13図22・

23)、5類 (第13図24)がそれに混じるといった状況である。AI類は自然紬の付着状態から

H次床の製品として考えて間違いないと思われるが、 BI類については I次床と E次床のどち

らの可能性ももっ。 しかし、数量の多い、口縁端部を長く折り返す 1・2類は I次床の製品の

可能性が強く 、一部H次床の製品も含まれるものの、 BI類の大半は I次床に伴うものと考え

たい。

第14図4.....25、第15図1.....19は有台杯。AI類と BI類に分けられ、B1類に属するものが

過半数を占める。BI類には高台形態2類 (第14図4.....24、第15図1・2)を付す場合が多く、

次いで l類 (第15図3.....6)、3類 (第15図7.....9)、4類(第15図10.....13)、5類 (第15図

14.....16)と続く 。一番ポピュラ ーな2類の高台が多く 付されることは当然の結果であるが、古

い様相をもっ、つまり I次床の製品と思われる l類が一定量存在する。このBI類の多くは I

次床に伴うものと考えられるだろう。BI類に比べ、AI類に属するものは l割に満たない量

で、高台の形態が1類のもの(第15図17.....19) と5類のもの(第15図20) とに分けられ、後者

のものには緑色自然紬が付着している。前者は I次床に、後者は E次床に伴う製品と考えられ

ょっ。

第15図21-甲 23は無台杯。総てA2類の器形を呈し、 21・22はI類、 23はE類の法量である。

調整は、前者が底部回転ヘラ切り後軽いナデ調整を施すのに対し、後者は底面を回転へラ削り

調整によって切り離し痕を消去している。これらA2類の器形は有台杯AI類に似た径高指数

を示しており、その系譜上の類似性が予想される。そして、23は内面に緑色自然粕が厚く付着

している状況が見られ、 H次床で cグループとした杯蓋や有台杯AI類(後者)と共に E次床

の製品である可能性が高い。

第16図lは鉢。内外面にナデ調整を施すB類に属する。

第16図2・3はすり鉢。外面に刷毛調整を施すA類 (2 )とナデ調整を施すもので、櫛描き

波状文をもっB類 (3 )とがある。また、すり鉢の底部と思われる 4も出土している。

第16図6・7は長頚瓶。6は完形に近いものだが、歪みが著しく胴部がひしゃげている。口

頭部の器形は筒状に伸びるもので、口縁部で緩く外反する。口縁端部は丸く仕上げる。 7は胴

部の破片で、胴上部に最大径をもっ。

第16図8はi争瓶。丸い胴部から細長い口頭部に移行し、端部で短く外反する器形と思われる。

第16図9は横瓶。やや細目の頚部から強く外反する口縁部へ至るもので、口縁端部は丸く仕

上げている。

第16図10・11は短頚査。 10はC類に属する小型品で、口径よりも胴部径が大きいような潰れ

た器形を呈する。11は胴部が球形を呈するB類に属するもので、胴部の調整は聾と共通する。

第16図12.....18は聾で、 B類 (14.....18) とC類 (12)がある。B類は口縁端部が平坦なもので

あるが、 14・17のような端部の内側が肥厚するものと15・18のような端部外側が肥厚するもの

とがある。また、 13のような土師器的な器形と調整 (内面へラ削りまたは磨き)をもっ異なっ

た製作技法をもつものもある。

-21-
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( 7 )土坑出土須恵器 (第17図)

3基の土坑から出土した須恵器は138点を数えるが、ほとんどが破片で灰原や窯体出土のも

のと接合するものが多いことから、灰原からの流れ込みの製品と考えられる。その中でも比較

的出土量が多かった3号土坑の出土須恵器について触れておきたい。

復元実測できたものは 3・4の杯蓋と有台杯の 2点だけである。3はAI類に属する折り返

し口縁のもので、緑色の自然紬が厚く付着している。折り返しの形態は l類で薄く長く伸びる。

4はBI類に属するもので、高台の形態は 2類である。

¥ ミキ!さや___-:;
2 

。
3 

第17図 2号察跡、(1・2)及び3号土坑(3・4)出土遺物 (S=1/3) 

(8 )聾の胴部叩き文様 (第18・19図、写真図版9) 

ここで、斐の胴部叩き文様について全体を通してみて行きたいと思う。賓の胴部叩きについ

ては、最近、内堀信雄氏の研究 (内堀1988)が目を51く。氏の分類に基づいて、当窯跡群の蔓

を分類し、検討してみたいと思う 。

叩き文様には、外面で平行線文と格子文 (K類)があり、平行線文には木目が掘り込みに対

し直行するもの (Ha類)、木目が右上がりに斜行するもの (Hb類)、木目が左上がりに斜

行するもの (Hc類)がある。内面では同心円文があり、木目の見られないもの (Da類)と

年輪状の木自の見られるもの (Db類)が存在する。また、伺心円文と平行線文とが融合した

ようなもので木目の見られないもの (ここでは仮にDH類とする)も存在する。

この叩き文様の組み合わせは、 3つのタイプに大別される。文様 l類は外面Ha類+内面D

a類を基本として、僅かに外面Hb類やHc類がこれに混じる。この文様のものは、外面に一

部カキ目調整が施されるものもあるが、 一般的ではない。聾A.B類のどちらにも用いられる

文様である。文様2類は外面Hc類+内面上半Db類、下半DH類が施されるもので、外面に

はカキ目調整を施すものを基本とする。聾B類にのみ認められる文様である。このほかに、外

面Ha類+内面Da類を基本として外面K類がこれに混じるタイプ (文様3類)のものもある。

これは外面にカキ目調整と内面にナデ調整を著しく施すもので、費C類にのみ認められる文様

である。

出土地別に見ると、 I次床 (ll次床焼台の一群と接合関係にあるため、 これも含める)では

総て文様 l 類に属するもので、外面Ha類+内面Da 類のもの (第18図 1 ~ 6 ・ 8 ・ 9 )と外

面Hb類+内面Da類のもの (第18図7) がある 。 E 次床では文様 2 類 (第18図1O~14) のみ

と思われる。文様 1類のものが僅かに認められるが、焼台の可能性が大きい。E次床覆土出土

のものも文様 2類 (第18図15・16)が主体的で、焼台と思われるような文様 I類が僅かに認め

られる程度であり、 H次床の製品と共通する。灰原及び前庭部では文様 l類 (第四図 1~ 8)、
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文様2類 (第18国17・18、第19図9-15)、文様3類 (第19図16-20)がそれぞれ46%、45%、

9%の割合で存在する。

最後に年代性と地域性について若干触れておきたい。文様 1類のようなDa類は 8世紀第 i

四半期以前の時期に北陸に一般的に見られる文様であるのに対し、文様2類はこの時期に共存

して見られるものの、その量は少なく、一部の窯跡群で見られる程度である。この時期はDa

類以外はDb類が従的に認められる程度であり、 Da類で統ーされた汎北陸的な様相を呈して

いる (内堀1988)。このような状況の中で、当黛跡のDb類つまり文様2類が文様 l類とほぼ

同率の生産を行っていることや、文様 i類と基本的には同じ文様をもつがナデやカキ目調整が

著しい文様3類のものが一定量生産されていることは、かなり特質な様相として考えることが

でき 、異なった系譜の技術導入があった可能性をもっ。

第 2節土師器
当遺跡の土師器は総破片数で10点と少なく、 2号窯跡 (土師器窯)、 I号窯跡目次床、灰原

等から出土している。 I号黛跡H次床から出土した完形の斐を除けば、総て 2号窯跡で焼成さ

れた製品と考えられる。以下に説明を加える。

( 1) 1号窯跡日次床出土土師器(第図10、写真図版8)

日次床の床面に伏せた形で完形の聾が1個体だけ出土している。ほほ球形を呈する腕部から

口縁部で短く外反する器形を呈するもので、器高14.9 程度の小型の斐である。胴部調整にカ

キ自やヨコナデ調整が施されており、ロクロ土師器として定義づけられるものの範鴫に入ると

考える。

(2) 2号窯跡出土土師器 (第17図 1. 2、写真図版8}

2号窯跡の床面から 5点とその周辺の灰原等から 4点の破片が出土している。いずれも内外

面に赤色塗彩を施す腕で、ほとんどが身の浅い腕形を呈する無台のものと考えられる。調整技

法は器面剥落のものが多いため詳細が不明であるが、ヘラ磨き調整のものが一般的であろう。

第 3節 結
以上のように、当遺跡出土遺物の説明をおこなってきたわけであるが、まず、 l号窯跡の須

恵器全体の様相について述べ、次に I次床と E次床の様相の差異について検討を加えてみたい

と思う。

器種の構成は、第20図のグラフのとおり杯蓋と杯身の供膳器が破片数百十測法(5割)、口縁

部計測法 (8割以上)ともにかなり高い比率を占める。次いで多いものは型、長頚瓶などで、

一般的にこの時期のどの須恵器窯跡にも見られるような器種構成の比率を示すと言えよう。I

次床、 E次床の床面遺物の構成比率に関しでも供踏器が高い比率を占めることは、全体の様相

と同じである。 しかし、特に杯叢の量が多い状況がみられる。これは焼台として使用されたも

のがその半数を占めることから考えれば、当然の結果と言えよう。

次に各器種個々の様相について述べてみたい。まず、杯蓋についてだが、返りをもっ 2つの

破片を遺物の説明で述べたとおり 1号窯跡の製品から除外すれば、総て折り返しU縁のもので

ある。AI類、 B1類、 BU類の 3種が存在する。主体となるのは山笠状に器商の高いAI類

と天井部に平坦面をもっB1類で、 AI類は口径14-16cmに、 B1類は口径16-18cmに法量が

はっきりと分かれる。そして、 AI類には緑色自然軸の着くもの (U次床でcグループとした
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〔破片数計iUIJ法によ るl号線跡出土須15総の昔iff.(1の比率〕
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もの)が大半で、口縁端部が短く厚い 5類のものが多いのに対し、 BI類には緑色自然紬の着

くものは無く、口縁端部も i類や 2類の長いものが主体となる。この 2つは明らかに系譜の異

なるもので、編年上序列できるものとは考え難い。このほかに法量の異なる Bll類が 1点だけ

出土している。

有台杯も杯葦と同様にAI類、 BI類、 Bll類の 3種が存在する。しかし、この 3つがその

まま杯蓋のものに総て対応する訳ではない。AI類は杯葦と同様の緑色自然粕が着き、口径が

14-15cm程度のもの (以後AI類①とする)と緑色自然軸が付着せず、口径が15-16cm程度の

もの (以後AI類②とする)とがあり、前者では高台形態5類が、後者では 1類が付く傾向を

もっ。そして、 AI類①が杯葦AI類のものと、 AI類②が杯蓋BI類のものとセット関係に

あると考える。杯蓋BI類はこのほかに有台杯BI類ともセットをなすと思われる。BI類は

口径が16-18cmで、 2類の高台が付き、口径やしっかりした形態の高台が付くことでAI類②

と共通点をもっ。Bll類は杯葦Bll類とセットをなすと考えられるもので、 AI類、 BI類と

はかなり口径の隔たりがあり、 2法量の器種が存在することは事実である。 しかし、これらは

i点だけの出土であり、総体的には l器種=1法量の原則を守っている杯群であると考えたい。

無台杯はAI類、 All類、 B1類の 3種がある。

B 1類は口径が12-14cm程度で、体部と底部の境が

不明瞭な厚手の製品である。これに対し、 AI類は

口径では差異は無いが、底部が平底を呈し、やや薄

高
川
6

器
九W

手の製品で、 2つが異なった様相を呈す。また、法 与 B I 

量の異なるものでAll類が一点だけ存在し、法量分 可 11 t2 13 14 15 16 17 18 mT4

化の感を匂わせる。 しかし、これも有台杯等と同様、 第22図須恵器無台i1:法量分布図

全体の様相としては l器種=1法量の原則は守っているものとして評価できょう。

以上の杯類は明らかに 2つの系統の土器が存在している。それは杯蓋AI類+有台杯AI類

①のセット及び無台杯AI類・ All類の一群 (A群)と杯蓋B1類+有台坪AI類② ・BI類

のセット及び無台杯BI類の一群 (B群)で、後者が北陸で一般的に見られる器形である。A

群の系譜については後で述べるとして、 B群土器の、杯葦が折り返し口縁だけで、口縁端部が

長く伸びるものが多いこと、有台杯の高台が長めで、しっかりした作りのものが多いこと、無

台杯の底部がやや丸味をおびること、 l器種=1法量を原則としていることなどから判断すれ

ば、平城編年 I期に併行する様相として位置付けられよう 。

次に、鉢として扱った、頚部で「く」の字に屈曲する器形のものについて若干触れておきた

い。この器種は櫛描き波状文の施文を除けば、北陸地方の窯跡において出土量が少ないものの、

似たような器形のものが出土しており、杯や小査として扱われている。 しかし、いずれの窯跡

も8世紀の第 2四半期に位置付けられているもので、当窯跡、よりもー型式新しく位置付けられ

る。このような器種の初源的なものとして位置付けられるかもしれない。

査瓶類は出土量が少なく多くは語れないが、比較的出土量が多い長頚瓶について触れておき

たい。口頚部は筒状に細く伸び、口縁部で外反して口縁端部を丸く仕上げる。胴部はそろばん

玉状になるものもあるが、胴部上位に最大径をもって屈曲部より上が平坦になるものが一般的

である。高台は比較的短くなり、脚状になるものは無い。当窯跡の前の段階では見られない器

形であり、この時期から宮都的な器形が導入されたものと評価できょう 。また、口頚部 l点の

破片ではあるが、広口瓶が出土している。口縁部は著しく外反し、端部を平坦に仕上げている。
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広口瓶の出現時期については当黛跡の時期つまり平城 I期併行とする考え(吉岡1983) とこれ

に後続する平城E期併行とする考え (田嶋1988)がある。 しかし、当窯跡で現に出土しており、

それに畿内の陶邑窯跡群でも平城I期併行には出現していることから考えれば、出現期を当該

期に求めることが妥当であり、長頚瓶と共に宮都的器種として導入されたものと評価すべきで

はなかろうか。

以上、個別の器種から当窯跡群の編年的な位置付けを考えてきたわけであるが、次に I次床

(II次床の焼台も含める)と E次床の様相及びその時期差について述べてみたい。供膳器につ

いては I次床で杯蓋B1類+有台杯BI類 .AI類②のセットと僅かに無台杯の破片、つまり

B群土器で占められる。これに対し、 H次床ではA群土器が主体的で、杯蓋B1類+有台杯B

I類のセ ットと無台坪B1 類の B群土器が 1 ~ 2 割出土している。 この中から、北陸一般の様

相とは異なる日次床のA群土器を除外して考えれば、 I次床と E次床との聞で、若干の形態的

な差異を見ることができる。I次床では杯蓋口縁端部に薄くて長い形態が多いこと、有台杯に.

AI類②が存在し、高台の形態が高いものやしっかりしたものが多いこと等の様相に対し、 H

次床では杯蓋口縁端部に薄くて長い形態は存在せず、やや厚い形態が主流であること、有台杯

にAI類②はなく、高台の高い形態は存在しないことといった様相をもっ。I次床の様相は飛

鳥W期併行の折り返し口縁杯蓋+有台杯の様相を色濃く残したものと考える事ができ、平城I

期併行の中でも肯い時期、能美窯跡群における萌生城山奥窯段階(木立1985)に位置付けられ

る。E次床の様相は上記の様相がやや崩れたものとして評価できるが、形態的にはまだしっか

りしており、無台杯も器高の高いものが主体的であることから、I次床より後出する様相では

あるが、型式を画するものとは考えられない。この杯類的編年については考察で詳細を述べる。

供膳器の他に床面から出土したものとしては饗が挙げられるが、これも前述したとおり、 I

次床と E次床とでは異なった様相を呈する。I次床では叩き文様i類、E次床では叩き文様2・

3類といった様相の違いははっきりと転換しているものであり、供膳器から求められた I次床

とH次床の僅かの時期差から考えれば、閉じ叩き道具を採用しなくなったという製作段階での

大きな転換があったものと考えられる。これは供膳器でも見られた大きな転換、つまり、 I号

窯跡の築窯当時での北陸で一般的に見られる様相から日次床時での北陸では一般的でない様相

への転換は、異なる技術の導入または異なる技術を有した工人の介入があったことを意味して

いるのではないだろうか。

それでは、 E次床の供膳器A群土器や斐叩き文様2・3類の土器はどのような系譜がたどれ

るのだろうか。同時期の東海と畿内の様相を見てみたい。

東海地方の尾張猿投山西南麓古窯跡群や美濃洲衛古窯跡群では天井部が丸く山笠状に開く杯

蓋が折り返し口縁杯葦の出現時から継続的に見られ、費の胴部叩き文様2類のような年輪状に

木自の残る同心円文が美濃洲衛肯窯跡群の尾崎大平 i号窯跡において見られるようである。以

上の 2点においては似た様相をもっているが、杯葦に伴う有台杯の形態(穣投窯 ・美濃洲衛窯

ともに底部が厚く下に突出する器形、底部に入念なヘラ削りを伴う、顕著な法量分化などの特

徴が見られる)や聾の仕上げの調整 (猿投窯、美濃洲衛黛にはカキ自調整が見られない)では

かなり異なった様相を示しており、ストレートに東海地方にその系譜を求めることはできない。

次に、畿内地方の様相についてだが、古くから一大窯跡群として大きな勢力を保ってきた和

泉陶邑窯を例にとってみたい。中村編年 (中村1981)のW型式 l段階が当該期にあたると考え

られるが、この時期の黛跡の土器は有台杯の底部が平坦であることと斐胴部に外面カキ自調整

-32-



及び内面ナデ調整を施すといった類似点以外は共通する部分がなく、系譜を同じくするものと

は考えられない。それよりも供膳器A類土器や斐叩き文様 l類との共通点が多く、これらの土

器群が畿内からの系譜上の流れをもつものとして位置付けられよう。

以上、東海 ・畿内地方の様相を見てきたわけだが、E次床の土器群の直接的な系譜を求める

ことはできなかった。 しかし、 E次床の土器群を特徴付ける天井部の山笠状に開く杯蓋形態や

斐胴部叩き文様Db類は尾張 ・美濃地方、特に美濃洲衛古窯跡群に求められるようであり、ス

トレートな製作技法の導入でなかったとしても、根本的な系譜は当地に求めることができるか

もしれない。このH次床の土器群は先にも述べたように、製作工人レベルでの技・法導入によっ

て生まれたもの、つまり美濃洲衛古窯跡群の系譜をもっ技法と陶邑的な (北陸的)技法がどこ

かで融合され、当窯跡にもたらされたと考えたく、当窯跡在地の製作工人が在地の技法に美濃

洲衛窯的な技法を導入させて作り出したものとは考えたくない。つまり、 E次床の操業段階で、

I次床操業段階の製作工人とは異なる技術系譜をもっ工人が、介入してきたものと考える。し

かし、その系譜がはっきりしない以上、ただの空想でしかないのかもしれないが、問題点を残

しつつも仮説を提示してみた。今後、東海地方特に美濃洲衛窯や尾張猿投窯の様相をはっきり

と把握した後、再考してみたいと考える。

註

( 1 )今回の報告で、すり鉢としたものは篠原遺跡器種分類 (図的1987)の中で、鉢F類とされたものであり、

以下に篠原遺跡の ・・・・・・・・類と記したものもこれに基づく 。

(2 )南加賀古黛跡鮮の中では、 戸津六三ドケ丘 2・4号黛跡 (宮下1987)でDb類の存在が確認されているが、

その:iii比は主体的なものとは言いがたく、桃の木1111号黛跡の様相と肉質のものとは考えがたい。

( 3 ) 北野氏が索機形態土紛~について考祭されたもの (~t野 1986) の中で、受 D n類 (ロクロ成形 ・調整を

伴う小型品)として分類されたものである。

( 4 )小杉流団N016.!jま遺跡 1• 2号詩集跡灰原において、かなり形態上似ているものが数億1体出土 しており、報

告では勾;Bとして級われている (上野他1980、山本他1986)。また、辰口の来丸サクラマチ l号窯跡最終床

でも数例体出土している(平悶1984)が、体部の形態が釜に近いもので、この器穫と同系統のものである

かはまだ問題が残る。

( 5 )和泉陶邑書院では、当該期に併行すると恩われる中村舗年 型式 l段階の言足跡、 KM269号窯跡、 KM226 

号害程跡で広口瓶 (資}が出土し ており (中村他1976)、中村浩氏もこの時期の器後組成と して広口瓶を緩

み入れている (中村1981)。

( 6 )挑の木Ul1号黛跡の綴年は以前木立氏によって 3期編年がなされている (木立1985)。その内容は I次

床を l段階、 H次床焼台を 2段階、 E次床製品を 3段階とし、それぞれ湯侵害程 3段階の新~筋生城山奥百慢

の古、筋生城山奥費量段階の新、来丸サクラマチ翼民 i段階に併行するものとされている 。 しかし 、この編年

署長は I次床と 日次床焼台が同ーのものであること (2者の問で接合するものが多い)から I次床と日次床

の 2期編年に訂正されるものである。また、 I次床と E次床の綴年的な位置付けに関しても、ここで述べ

たように I次床は筋生城山奥祭段階と して差 し支えないが、 E次Eまを釆丸サクラマチ黛 l段階、つまりサ

クラマチ 3号黛跡に併行するものとは考えられず、筋生城山奥員総段階の新しい様相または来丸サクラマチ

3 号黛跡との過渡的段階として{立~付けたい。

(7 )尾張猿投書障の岩崎17号祭式 (備的1983)及び美濃洲衛翼民の尾崎大平 l号黛期 (渡辺1984)から折り返し口

縁の均二宮をが出現するようであるが、その出現する段階からいずれも天井部が丸〈山笠状に開く形態をして

おり、当窯跡と併行期にあると恩われる岩崎41号祭式 (猿投黛)、 地獄洞察期 (美濃洲術黛)は勿論のこ

と、 9世紀に入るころまで、その作風を残す。ただし、尾張猿投書院と美波洲衛費量の係叢の器本的な形態は

同じであっても両黛には若干形態的な差異があり、確実に分けられるようである (内臓信雄氏よりご教示)。

(8 )内堀信雄氏よりご教示を受けた。なお、尾崎大平 l号窯跡は渡辺編年のm期後半、 3長年代では 7世紀第

4四半期に位置付けられている (渡辺1984)。
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(9) この底部が突出する務形を特徴とするが、総てがこの形態というわけではなく、 l底部が平坦なものも ー

定量存在している。

また、有台町、についても豚釜と同様、尾張猿投書韓と美i農洲衛翼民とでは同ーの形態を示すわけではなく、

若干地滅的な差異をもつようである。

(10)良好な資料としては TK304号窯跡(井藤他1979)、TK315号黛跡 (弁藤・聖子上他1982)などがき挙げられ

るが、いずれも中村編年では数段階にまたがるもので、 W型式 l段階の単独期に位償付けられる祭跡資料

殆どないようである。丹波地方になってしまうが、丹波周山富民社 3号自足跡 3次・ 4次録業の一括須恵器

(宇野他1982)や消費地の資料ではあるが、平織宮So 1900A出土の須恵器一括資料 (努良国立文化財研究

所1978) をその良好な資料として挙げたほうが良いかもしれない。
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台後 9.4 他11ヨコナデ

第8関 S事 ロ後14.4 ヨコナデ % @ 

16 ⑤ 

〔土 器 観察表〕

須 .I~: n: ・ 土師綜胎土一覧

③ 白色微妙技{世 1m"，以下)を少滋含む

⑤ 白色微砂総とよ県色枝子を少量含む。肉色微妙訟を.itIi有r.;:含む

ll'i @ 白色微砂事立とJ担色主主子をi泊荷・i，t含む

⑤ 白色砂t!r(O 1 -2mm)を少l.i含む

⑦ 白色砂絵と黒色快チを少量含む。白色砂*kと赤色豊:，子を少もt含も・

世 ⑪ 白色砂t立を泌.fiiik含む

① 白色砂事立を 多量t含む

① 白色砂絵と 小石(O 2 mm以上}を少量k含む

@ 肉色砂鋭と 小石と虫色村子を少蛍含む

昔量 @ 白色紗粒と小石を.itIi.{.j;，(含む

⑪ 白色紗位と 小石と黒色殺チを.itIi有;Ie含む

⑧ 白色砂殺と小石を 多f在含む。白色紗申立と小石を低めて ~{註含む

J二 の 妙殺を少量含む
自描

⑨ 砂利と小石を 多J量、 ，JI<色主立 Fを少泣含む世器

図紘
:t.> 憾

法祉
!，U~調~!主法 銭存続

番 号 {佃 }

却tlま f幅 r， 第8肉 蛍 li 口径12.4 天井:lsヘラmリ % 
17 器高 4.1 飽11ヨコナデ

良好 唱がみ{i')

内外rmlこn世 ;n 8 t唖 主語頭蛍 口径12.4 ヨコナデ % 
抱 18 t;:j径18.4 綱吉E下半にヘラ自!J

良好 1) ， 

第8図 長預量E頚径 6.0 U:lsヘラ剤" 制郷町

19 羽後17.2 正I部コ J~ デ み完形

良好 ゆがみ識しい

内外面にn!暁

蝕付高

良好 巾がみ厳しい l号員長跡II次床出土須忠.器

内外出に自然 第9[.持 3手 '1; 口径16.6 天井部ヘラ削') % 
勉付.(i ~/.'Ií 3.1 内dii中央ナデツケ

やや 他liヨコナデ

不良 ifl9図 " 口径17.8 天井部ヘラ目。リ う4

良 2 2i'-:j 2.9 内面中央ナデツ今

他:1ヨコナデ

:Il9凶 " 口rtl7.7 天井都ヘラ1'JiI') % 
やや 3 器t!i2.5 内面'1'央ナデツケ

良 他11ヨコナテ・

やや iIl9例 " 口径17.8 天井部ヘラ隅リ ~ 
良 4 内描i中央ナデyケ

J~ 他11ヨコナデ

lt19悶 " U後11.1天井純ヘラIl'1) % 
良 s 器商 3.4 内rii'l'央ナデアケ

他I!3コナデ

良 ;n9凶 " 口径17.4 天井~ヘラ削，) % 
6 n/.~ 3.0 I時桶中央ナデツケ

他11ヨコナデ

良 ゆがみ有リ 第9rn " 口径16.6 天!~部ヘラ制 1) ~ 
11次康司Hol') 7 器高 3.0 内面中央ナデツケ

と後合 他:.1ヨコナデ

良 僚かにゆがみ 第9凶 " 口径16.1外1面に給付着のた % 
H次I.!:妓台(') B ~n~ 2.7 め不明

と接合 内面ヨ コナデ

やや ゆがみイi，) 事19肉 " U溢16.7 天#白書Eヘラ鋼リ % 
不良 9 器高 3.3 I内福中央ナデyケ

fIiはヨコナデ

良hチ M 凶 .内 口f量16.2 切リ継し縦不明 % 
10 官主t五2.も 内偏ヨコナデ

良 U 縁部にゆが 第9図 " 口径16.2 天井綴ヘラ隅1) ~ 
み(i') 11 総高 2.9 他I!ヨコナデ
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7 務高 3.2 後ナデ
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26 2ft!; 3.2 内面中央ナデツケ ② 自然納付ft 15 総高22，8 劇部上半均キY. ① 然蝕付-，fj

飽1.1ヨコナデ 明後20.0 f'f.千行叩き 市がみIt!しい

都9図 " U径15.2 天井$ヘラ傷1) ~ 
(⑮ 認

良好 外Ifiにu色白

27 飽!.!ヨコナデ 然柏原〈付着

高19~ ii台Jf. 口径14.3 底部州転ヘラ切。j ~ (穏 良

28 r.t5ιa 後ナデ

内I面上半ナデ， r 
半間む悶叩き

!il10鴎 " 口t華16，6 ロ縁dfi且ぴ内;面ヨ 四時郷土

(穏
良 外偏に緑色n

16 網後21.8 コナデ 半以上 然袖付ft
制llf，外耐力者自 % ゆがみ遣しい

台後 9.0 内面中央ナデツケ @ 司110鴎 " 日後35.4 UUi$上半に 2段 日鋭部 ② 良好 砂t~i書稽
他Ijヨコナデ 17 の摘1.. さ波~~士、 のみ% ① 市がみ滋Lい

都9鴎 " IJC量14.7 底部回転へ予切1) % ① 良 外桶体部と内 下半に刷 t':JiI~ I次床とJ警合

29 穏期 4.7 後かるいナデ ⑮ 煽底l二緑色白 内副里竺1-7'

台後 9..1 飽Ijヨコナデ 然柑I事〈付帯

第9凶 '‘ 口t手14.3 底部不明 ¥1 
⑪ ③ 

良野 外面に緑色I~
30 2苦肉 4.5 飽!jヨコナデ 然柚Itft

台径 9.0 市がみ#')
1号祭跡日次球出土土師法

書¥9図 " U後13.6 低$悶転ヘラ切1) % @ 良好 外編に緑色n
31 ~，î耳 4 .4 1量ナデ ⑤ 然給付渚

合1f8.4 飽1;ヨコナデ

第君臨 " 口径13.6 俊郵袖付帯のた舟 % ③ 良好 外面に緑色白

32 器l.li4 5 不明 ③ 無柚IH'i
台後 8.0 他l;jヨコナデ 均がみ.fjIJ

第吉岡 • 口径14.6 体部ヨコナデ
!I証Hの書Z欠x ① @ 良好

33 
高110鴎 " 口径15.0 底部切1)Ml..llナ ~ (鴻

やや

器;n;ι2 干 不良
1号祭跡日次床穏土出土須恋総

台後 9.4 内面中央ナデツケ ⑧ 第10凶 1(. 1i 日後16.1 天井部へラ傷。l ~ ⑫ 良好 ゆがみ有リ

飽l;jヨコナデ 19 2ま~~ 3.0 内面中央ナ7'"7ヶ ⑪ 
明¥10図 • 口径15.3 底部副伝へ予切q う4 (潟

良 会体にゆがみ

2 器tli3.9 1量+宇 有。

台後10.4 内自画段$ナf"~ケ ③ 

飽l:lヨコナデ

第10鴎 11 口径16.8 天井部ヘラm') ~ (認 良 市がみj世しい

m 稽l.li1.4 内面中央ナデ Yケ

~I;jヨコナデ
islO凶 " 口径14ι 援部凶転ヘラ切1) % (。認 良 全体にゆがみ

3 器瓜 u i量丁事なナデ /i 1) 
台径10.2 内面底係ナデ Yケ

1Il1O肉 有fiJ? 口径15.2 俊郵切リ厳し後ナ ~ ⑤ 良

21 器高 4.2 デ ③ 
台後 9ι 他l:lヨ コ十デ

他l;jヨコナデ 第10図 体 ロi量15.4 口t量偲内doに構ltii lii ⑥ 良好

第10鴎 " 口径16.0 正E邸切リ雛し後十 ~ (潟不良

4 器高 4.4 内Ifi中央ナデツケ

22 さ 波.u-:tを 2 f~に ② 
絡す

合径10.0 内do中央ナデヅケ @ 飽l:lヨコナデ

也Ijヨコナデ 者110図 短頼護 日後16.8 11$上位にカ キ日 副都上 @ 良品子

!lI10凶 無f;!(. 口径12.0 底部副t<ヘラ切1) % (認 良

5 務高 3目5 t豊かるいナデ

23 A同鐙 半以 t ① 
JI都内面Iニ同心円 x 

底筏 7.8 内面底$ナf"~ケ ① 叩き

飽11ヨコナデ 他uヨコナデ

-36-



l 号-窯跡的経続出土~fi!~ il~ 図~
Z: If 

tt It 
成耳lA!.'lbJ: 桟存率

色 調
ltfl 備 が， 

暑 号 fca、 絵土

凶験
u 持

必 J，t
rt~~AQ位法 妓存率

色 d時
短fl • ;: 

番 号 1慣 事白 土

事11閃 蛍 lt n!lli 2 A件IZへラ111') I~ 良 苦干illがみ有

22 母4ιa 飽.lJコ+7'

~1It.!1 lf. 量 u!l16.8 五井.ハラ111') ." ~ 良好

~4 2.6 内面中央+ヂツケ :予
飽uヨコ+デ

~12凶 丘よU紙 Ua18.0 'it・3::1ナデ 口頭311 (認 良 内面t外語

jU~中Il，ニ 2 1t<'> U 司. 311にI'l!吹鯖と

覗IIl'1 . 日後17.0 k持続ヘラAI') ' 匂 ③ l 
良

2 鐸高 3.1内飽自I.!中央ナデノヤ
3::1ナデ

事11U1 . U侵22.2 λ;件飾へラm・1 lii .ID !Hf 外血に自!!1ft
3 内ili1-11lナデγヶ ③ 怜事

it線 。 砂位溶膏

若干由がみ

事12図 URI怯 明d'16.8 全自ヨコナデ U緑311

一-d筋も1③b 

良峰

2 縄自Eと伺sII上位I二 と劇郷

2l1'1<，>，tlQをIiす F字以 ⑤ 
飽I!ヨコ十デ 外!4'

111m司 flflJ(. 1l1f14.0 底昂例転ヘラ切1) ~ ② 良好 内外緬iょu色

2io!l 5.2 
"'''t.'! 

。 自然袖付高

園
合l'8.6 It!Ilヨコナデ

者¥11凶 " U(!14.3 雌郎自転へ予切') ~ 。② 
良好 内緬に緑色白

5 2.~高 5.1 .+:凋tA 然給付着

fi{量8.5 他I.!ヨコナヂ ゆがみイi1) 

事12凶 旬'"蛍 111l12.0 +由ヨコキデ 日給llIi 、D 良好 外曲面且び内面

3 制1f19.6
-下・創位3部4 SI のー邸に白魚

袖付着

!il12凶 ~ U1J.14.2 日u郷ヨコナヂ 腕郎上 良 外語とU縁節

4 制i呈20.6制郎外面'Jl行叩5 宇以上 内S極的一郎i二
1量申キ00011'" % ⑤ 自然柑IUI

第1114 " nl'-14.8 庇sII切。)M.!..!量ナ 品、
@ ⑤ 

良 εF市がみ41'
6 Zotli 4.7 デ

fii_置8.8 内i画中央ナデツケ

制締l時 l*ì~，I.L'・1'1叩 *干巾がみ

~ !tヨコナデ

!il12凶 " 111主14.6 11伶廊崎ぴ内耐を 腕航中 @ 良好 外面且び内面

他11ヨコ十f 5 制tT.20.日 ヨコナデ 位以k ③ 舟-311に総色

都11凶 " 1I1l14.9 ほsII切1)1瞳!..!.量ナ ~ 
(d的内b③ 

良

7 1$，傷 4.3 デ

filJ 9.2 ft!!i1ヨコナf
::nll凶 " U!量14.4 Il'e締嗣転ヘラ切。} % 。良好 底d闘に 『号XJ有
8 2UIi 4.1 "'''t! ⑮ 的へラ.:c

11311外偏事打叩S ~ 自然純付着

f量市.¥-11.調t:! 若干申がみ

事1214 " IItt2U nUsIIヨコナデ U玖都 (認 良 ロ縁部内面に

6 JoIßII外 lfìl~'f!行司l 付近lii rX
j 内ヘラ

~ .内面に向心111 の Je号.fj')

flll 8.4 地11ヨコ+デ ，)ゆがみ~ì') 叩5
挽11悶 " 11後15.4 ほ郷1.;1伝へラ切1) ~ 良好

9 Uol5 3.8 It+デ

11¥12凶 " 11i122.1 lIUs3コナデ 口頭飾 ¥:u 良

7 11311外面千村叩主 付近泌 ⑮ 
fii董10.6 内自1A:1tfi+7"1ケ ~ 内*101心flJ叩5

Ilr!ヨコナデ 事12~ " Uif23.9 IIU3II:1コ十デ I】It$ やや やや品がみ有

者¥11凶 . nr置15.2 iIf.切')調lLi量ナ .気 食蜂 市がみ1iリ 8 制cl10.3制1&外由F行叩5 ー網IZ 良

~ 
10 UAi 3.9 宇

台後 9.5，*.j 3コナデ

f量ー脇市キH.II!.' F位~
Jtび・ゐデ~I‘す ~ 

lIIlI凶 . n!}15.9 loU~同伝ヘラ切') ~ $ 良野 制都内自101，(，.1'1司1
11 UA‘.2 f量かるいナデ ⑤ ~. pjで'fI1i叩

合後 9.7 也11ヨ::Iiト宇 ‘ JllI図 周. 日後16.4 隆sII回転へラ切') ~ .w 良好 外ilitl台付近 書112凶 " U必23.6 Ul量1&ヨコナデ
12 2iAiιs f量+7' ~ に自.吹拾且び 9 制i量42.6 明311外通事行叩き

合i董IU 自lt!J::Iナヂ 士髭片付着 f量-11&市tO.ll!.l
inll凶 . UI}19.1 M:鶴ナf ~ 

( 的内⑤ 
良好

13 OAi‘.6 内胸中央ナデツケ
制節外困園内 F位に
-Itfi斜倫F叩さ

合後11.7飽11ヨコナデ ③ 網Itfi内煽1・1心円叩

.t織を3段に砲す ~I量下I~のみ干IT
::nll凶 !!IIれJ(. 11!量11.1111:311付近t倒的た % .$ 不良 叩5
14 ， Il切1)1睡し艇不明 ⑮ 

ヨコナヂ

部11[4 撫fi，，. U!1)2.8 rIl:tml!oJ転へラ切1) A ‘ ⑨ やや

15 D向 3.61量ナデ 。不良
1号-2良湖q必IJ;(/11-1二例!ぷ総

~I !圭 7.4 内d日中央ナデツケ 第13凶 J(. 轟 I Iili16. 1 ，!il}飾1:1鮎'Htlt )(， ⑥ 良騎 内偏に舟j快袖
1也11ヨコナデ によ勺てIIlIII @ 付請

明日I!<'I " nl~13.4 底部101伝へラ切リ ~ ③ やや 担wヘラnnをi事
16 2id百3.2 1量ナヂ 。良 ffiifJjまで.1'

~Ilí 9.4 内耐腹自Sナデ yヶ 抱uヨコ十宇

飽11ヨコナデ ¥II131A " nif14.0 点')郷1.1帖')IM Ii @ 良 内面l二白魚他

司IIlL4 鉢 1I1l15.2 路3Jlt!lt.:ヘラ切リ ~ _gi 良好 2 て作品1 ③ と砂tI.審議
17 骨量高 5ι f量h・るいナデ ② 同kへ予例。)を t~ 若f'Tがみ

""11 9.5 体郷fllに縦}，I"I 邸fhlでぬT
内へラ1'11') ， 飽uヨコナデ

飽!!ヨコナデ

U頒s外面に自由福

主獲tt文eo!純絹

事13関 . n!を16.4 ，，~~へラ削・J !4' 

(@ 認
良鮮 若干ゆがみ

3 Zitlll 3.3 内園属中央ナデツヤ

!l!;Iヨコナヂ

~~を‘す
事IIf司 • nll徳 鹿島同転へ予切リ ~ 否~ a針

18 14.3 後b・oいナデ

，1113凶 " U{量17.6 人路島へラ111') x l) 不良

4 ZUII 1.8 内面中央ナデ Yケ 。
包.!J.ヨ::1'"守

ZU~ 纏 R 体.naに縦H向

5.2 的へラ1'11') ， 
事13l'I . III量16.3 k昨lJへ予1'11') % ③ ① 

良 内外面のお

5 zttlll 2.b 自~;，i:1 ::1・"7' に自伏.袖付着

l!:tJ 9.・包.1ヨコナデ

il邸付近内面に穫

~Il凶 . UI}16.5 人井~ヘラ同町リ 占6
4ZP 3 

良時 外語 ~にu

6 U~ 2.6 内a画中央ナ7'1ヶ 色白魚拾付着

lii ~ .t~(文を.1' 包I!ヨコ+宇 ゆがみfI')
第11[司 • IJt量13.4 底邸切I)M.!..!量ナ '~ (お 良 内外語1ニ8然

19 UA 4.8 宇 栓ItlJ
~13t4 " ut量16.6 疋Itaへ予1M'! ~ ~ 良好 外面に砂鈍j&
7 zi高 2.5 内面中央+デヅ... 。 <'l 

飽1:ヨコナT ~1.l 3 コナデ
都1It.!1 すl)fI. ull16.8 外面刷 é"~1量 ヨ 体邸中 ③ 良 1l\ 13~ " UI~16.9 人It.~へ手飼リ 3s 通〉 良好 外面に若干の

20 コナデ {;!以上 ⑤ 8 2>6耳1.9 内耐中央サデツケ ⑧ 自然絡と-1:2量
体邸中(llニ3A':の ~破存 飽fHコナデ 片付帯

It線を.す

内編ヨコナデ

者113凶 • Ulli17.2 人体鱒へ予四時リ ~ 
4② E 

良好 舛面に緑色n
9 Zitli 3.6 IIW3::1ナデ 魚紬If布

第11t.4 " nlfl6.0 腹部lolf，:へラ切リ % 
21 Utlil3ι f量ナデ

1)¥13図 " II!量17.8 ~It~へラr.1') ~ 
⑤ ② 

良 外面に自然柚
10 2i腐 2.4 他1:ヨコナデ 付着

慌1l!11.5l正郎傭織に'flli叩 ① !ll13[週 " IItt17.7 Jdt-r.1iへラ"，，) ~ 良 外Jjjに自然鯖

~.その 1:にへラ 11 2宮内 3.0 内耐中央ナデツヤ 付司自止ぴ威h

削1)を泌す 他1:ヨコナデ 自車線有')

飽11ヨコナデ 部13凶 " 1I (~15.3 xJt.郎へ7n4・} % ① 良好 若干柑がみ

外出に 2l量的lt線 12 Zitli 3.1 l司Ifj'l'')tナデツケ ⑤ 
ル2121二地す 慢'1:ヨ::1)-宇

一割 ー



岡崎
~検

法 員
成形よ暗笹投接 残存帯l

色調
Itl! 偏 ~ 

図版
"随

i1i kt 
成形謝祭妓法 銭存型巨

色 J司
健康 lIi ，}J 

番号 {岨) 』主上 番号 (c・1 絵土

!tI13図 J~ ~ ロ径17.0 天井節ヘラA1J') ~ (認 良好 市がみ有') 第14~ 干I台1干 口径15.8 底部回転へラ切。J ~ ② 良好 内外面的部

13 器Oi3.0 内面中央ナデ.~γ 13 器~ 4.3 後かるいナデ ⑮ に結色自然鎗

飽はヨコナデ 台後 8.8 内面中央ナデツケ 経Itiに rXJ

第13図 " 口径16.4 天井都ヘラ月4・} % ⑥ 良好 外面に砂柏市 他!iヨコナデ のへラ記号

14 銭高 2.5 内面中央ナデツケ ⑮ 」自 il¥14図 " 日後15.2 底部開伝へラ切。} ~ (認
良好

他11ヨコナデ I~ 器高 4.2 未調盛

!l!13図 " U径17.0 天井部ヘラ則') l{ @ 良 大島〈吻がみ 台後 9.2 他I!ヨコナデ

15 2i高 2.1 内面中央ナデツケ @ -Ii') 第14図 /1 口径15.1 底節回転ヘラ自1)') ~ (認 t主 内面にヘラle
他uヨコナデ 15 器i(!j3.9 後丁寧なナデ 号.Iiリ

第13図 " 口径16.2 .R.井都ヘラ倒。} % ⑤ やや 止さ〈申がみ 台119.6 他11ヨコナデ

16 Zitli 2.5 内面中央ナデツケ ⑮ 良 及び置h焼さ 第14図 • 口径15.0 底縁切')継し後十 予6 ⑤ 良好 若干均がみ

他uヨコナデ t高高・') 16 器高 4.2 デ 。
第13図 " ul量17.0 天井部へラ削!) ~ ① 良 外調に自然愉 台後 9.6 内面中央ナデツケ

17 銭高1.7 内面中央ナデ.. /ヶ ① 付着 地uヨコナデ

他I~ ヨ守ナデ 申がみ4i') 第14図 " ni玉1..8 l昆節回伝ヘラ切') l{ 良好 内而底$にへ

;n13図 " 口径17.1 天井ilf，ヘラ削リ ~ (総 良 外語全体に白 17 銭高 3.7 後かるいナデ 予記号有')

18 器I.li2.9 内面中央ナデツケ 然偽{申請 台後 9.4 内面中央ナデ・アケ 。
飽{立ヨ コナデ 他IJヨコナデ

"'13鼠 " 日後16.9 天井部ヘラ削リ ~ (認 良好 第14凶 " 日後15.5 成徳副伝ヘラtI)') % (認 良好 外l画灰かぶ')

19 器高 3.0 内面中央ナデ.~ケ 18 器，e;3.5 後tll議官ナデ 底舗に量ね却t

飽1.1ヨコナデ @ おil9.9 内面底部付近強い @ さの土移片が

m13~ ./ 口径16.0 .R.井部ヘラ隅1) ~ ⑨ 良 ナデツケ 洛，lJ

20 器商 2.6 内面中央少デツケ @ 地11ヨコナデ 3守千ゆがみ

t.11ヨコナデ ;n 14~ 11 uil15.4 底部切リ躍しi痕不 y， 不良

第13図 " 口径16.2 天井怒ヘラ四時1) ~ (絡
良好 :(;'1'曲がみ有 19 穂高 ι3 明

21 内面中央ナデツケ 台後 9ι ヨコナデ

他11ヨコナデ 都14~ " 日後15.2 盛徳向転へラtI)l) J{. 
(@ 内地③ 

良 均がみ-Ii1) 

第)3~ " 日後16.4 天井部ヘラ朗1) ~ @ 良野 20 n高 4.0 未調態

22 銭高 2.8 内側中央ナデツケ @ 台11;8.6 内面中央ナデツケ

飽11ヨコナデ 他11ヨコナデ

第13関 " ロt置15.0 天井都へ予期1) u ③ 良品手 内面-$に白 !Il 14~盟 /1 日後15.4 底ilf，回転ヘラ切 1) う4 ③ 良好

お n~ 1ι 他1.1ヨコナデ の 然穂付帯 21 n高 4.3 .!<濁M @ 
第13図 " 口径15.4 天井部へ予期1) ~ 良好 内面にへラii! 台t毛9.1 内!ti中央ナデツケ

24 n高 2.9 内飽面1.1中央ナデツケ 号111) 他11ヨコナデ

ヨコナデ 市がみ有 1) !Ill4箇 " 日経16.2 援$問者Eヘラ切リ ~ 良 11干ゆがみ

第13~ " U~量 16.0 天井都へ予期') ~ (認 良好 外価に緑色白 22 銭高 ι4 i量ナデ

25 n高 3.0 内面平Il!十デツケ 然格付着 台後10.2 内面中央十デツケ @ 
他1;1ヨコナデ 他11ヨコナデ

il¥13箇 /1 口径1U 天井部へ予期1) % (認
やや 外語に一徳白 第14fg1 " 口径15.0 底部闘伝へラ切1) ヲd (鴻

良 ゆがみあリ
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第 5章考 察

南加賀古窯跡群における 8世紀前半の須恵器

1 .はじめに

南加賀古窯跡群は 5世紀末ないしは 6世紀初頭に生産活動を開始すると考えられている窯跡

群で、 6世紀終末から 7世紀初頭に窯場を分散 ・拡大し、第 l回目の当窯跡群拡大期を迎える。

そして、ここで取り扱う 8世紀前半に、新たに、 「戸津のオオダニjの周辺と平野に面する矢

田野地区を加えて生産規模を拡大する。この時期は南加賀古窯跡群存続期間の中で、最も窯場

を拡大し、7世紀代に比べて窯跡数を激増させ、 当窯跡群の全盛期として位置付けられる。し

かし、この窯場の拡大と生産規模は 8世紀後半には早くも窯場を収束させ、生産規模を減少さ

せている。この短期間に営まれた窯跡は現在確認されているものだけで、 17基を数え、発掘調

査された該期の窯跡は、 戸津オオダニ地区で戸津24・28・46・62号窯跡の 4基と二ッ梨一貫山

1・2号窯跡の 2基、 二ッ梨オオダニ地区で二ッ梨東山 2号窯跡、三湖台に面する矢田野地区

で矢田野向山 I号窯跡、動橋川流域の那谷地区で桃の木山 l号窯跡の計9基にも上る。今回は

この豊富な資料をもとに 8世紀前半の須恵器編年を試みてみたい。

2.編年案

さて、 8世紀前半代の加賀地方の須恵器編年については、これまで吉岡康暢氏の行った 2期

区分を踏襲して行われ、それぞれ平城I期と平城H期に対応させている。西暦700年を前後す

る時期 (平城I期併行)には無返蓋+有台杯と無台杯に須恵器食膳具が続ーされることはこれ

までの編年観にほぼ異論のないことであるが、それ以後については杯類の形態変化により 1 ~

3期に編年可能と思われる。

編年序列は、出土量が多く、形態的な変遷が比較的明瞭に見られる杯類等の食膳具を主体と

して試みた。 l期は有返蓋+無台杯のセットが消滅し、無返蓋+有台均二と無台杯の食膳具セッ

トが成立する段階で、前代の飛鳥W期にみられた様相を残す。 2期は飛鳥W期の様相から脱し

て器形が定型化する段階であるが、偏平な器形の杯、績が出現するなど退化傾向がみられてくる

段階である。 3期は 2期でみられた偏平な器形の杯類に統ーされる段階で、この段階をもって

偏平な器形の杯類はほぼ消滅する。この 3期区分を前提に、各期の様相を以下に述べる。

( 1) 1期

桃の木山 l号窯跡の資料を標式とする。この窯跡は本文でも述べたように、床の層位関係か

らI次床と E次床に分けられ、その前後関係も明白である。I次床を l期の前半に、 E次床を

後半に位置付ける。

桃の木山 1号窯跡 I次床 (前半期)

I 次床の有台杯は口径14. 5~16.5cmを損IJり、径高指数が32前後の深身のもの (Aタイプ) と

27前後の浅身のもの (Bタイプ)とが存在する。Aタイプは高台が高く、しっかりとした作り

をしており、古い様相をもっ。高台の付く位置は、 A.Bともに体部立ち上がり部分よりも内

側にあり、口径・台径比が63程度にまとまる。高台の形態は一般的にしっかりとした作りのも

のが多く、高いものが目立つ。杯蓋はやや幅広の平坦部を天井にもち、この部分にヘラ削りが
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施される。口縁部は器肉が薄く、端部で長く折り返す、シャ ープな作りのものが目立つ。鉦の

形態は偏平な宝珠形で中央が若干突出する。また、これら一般的な法量のほかに、口径が19crn

台の大型品 (Xタイプ)も一点だけ存在する。これは前庭部出土の製品であるが、形態から I

次床に入れて差し支えないものと考える。

以上の土器群は、飛鳥 期に位置付けられる黒瀬 2号窯跡や能美窯跡群の湯屋窯跡A支群の

土器群に幾つかの共通点が見られる。湯屋窯跡A支群の土器群特に無返輩+有台杯について木

立氏が述べられた様相を抜粋してみれば、 「杯蓋Bは、ほとんどが偏平で大形のつまみに変化

している。U縁端部の形態には多緑性がみられる。・・・・ ・・・ ・・・・・高台は著しく退化し、太く低

いものになっているが、依然としてよくふんばった古い様相を残しているJ(木立1985)とあ

り、この段階の土器群に極めて似た様相を呈している。 しかし、この窯跡で一定量見られた深

身のAタイプは桃の木山 i号窯跡I次床では少量しか存在していないことや湯屋窯跡A支群に

は有返葦+無台杯のセットが一定量存在していることは、確実な時間の流れを感じさせるもの

であり 、型式を画する。また、黒瀬 2号窯跡では口径が19cm台の有台杯が出土しており(北村・

木立1987)、当段階のものによく似ている。この法量のあり方について、北野氏は 14様式

(飛鳥W期)には 1 (l8~20cm) が一定量生産されるのを特徴とする J (北野1988)としてお

り、飛鳥W期を特徴付ける法量であるとしている。このように当期の様相は飛鳥W期の無返蓋

+有台杯の様相に極めて近いものであり、飛鳥W期の直後、有返蓋+無台杯の消滅する平城 I

期の中でも最も古い段階として位置付けられる。

桃の木山 1号窯跡E次床(後半期)

H次床は I次床の系譜をヲ|く形態の也の(蕃A.有台杯B)と系譜の異なる形態のもの (蓋

B・有台坪C)が存在する。前者の土器群について述べれば、有台杯BIま口径や径高指数で I

次床と大差ない数値を示すが、 I次床で少量見られた深身のタイプは見られなくなり、高台の

付く位置がやや外側になる傾向をもっ。しかし、高台の形態は高いものは見られなくなるもの

の、まだ、しっかりとした作りをしており、接地面が平坦であるものが一般的である。これに

伴う杯蓋は口縁端部の折り返しが短くなって丸味をもち、 I次床で見られたシャープな作りの

ものから退化している状況が看取できる。また、この系譜上で考えられる無台杯に関しては、

径高指数が28前後にまとまり、やや深身のAタイプとこれよりも径高指数を高くもつ33程度の

深身のBタイプも存在する。このBタイプは崎として扱われる可能性をもち、器種の上からも

分けられるものかもしれない。以上の土器群は I次床よりも確実に退化しており、後出の段階

として位置付けられるものだが、まだ、飛鳥N期の様相を引きずっており 、I次床と同型式内

に入るものと考える。

上記の土器群に対して、これと共伴して系譜を異にする蓋B・有台杯Cが存在している。そ

の系譜については本文で述べているため、ここでは割愛するが、この形態の有台杯に近似した

様相を示す窯跡に二ッ梨東山 2号窯跡、 (望月 ・宮下1990)がある。この窯跡は焼成中または窯

出し時に窯体の崩落した可能性が強く、床面に生焼け状態で蓋杯等が取り残されていた。この

有台杯は全体的に器高が高く、体部立ち上がりの丸い、椀状の器形をしている。口径は14~15

cmに中心をもち、径高指数33前後の腕形の器形のものと径高指数29前後の杯形の器形のものに

分けられる。高台はしっかりとした踏ん張る形態を呈し、貼付位置が体部立ち上がり箇所より

もやや内側に入る。これは E次床のCタイプと極めて似た数値を示し、これとセットとなる勾、

蓋は天井部に幅広の平坦部をもち、口縁端部をやや長く薄く外反して折り返すシャープな作り
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のもので、 I次床の杯蓋によく似た様相を示す。しかし、 I次床の杯蓋よりは紐の大きさや口

縁部形態でやや後出する傾向をもつが、 E次床のそれよりはシャ ープさが残っており、やや古

手の感じを受ける。まとめれば、前半期の設定基準である飛鳥時代の様相を色濃く残す器形

(有台杯Aや法量の大きい有台杯X)はこの窯跡では欠落しており、細部形態で確実に前半期

よりも後出の様相をもっていると判断し、後半期に位置付ける。

(2) 2期

戸津46号窯跡と戸津28号窯跡を標式とする。戸津46号窯跡を前半期、戸津28号窯跡を後半期

に位置付けられる。

戸津46号窯跡 (前半期)

昭和59年度に発掘調査した窯跡 (望月 ・樫田1985)で、最終床面の燃焼部付近から良好な一

括資料が得られている。食膳具の構成は無返葦+有台杯と無台杯で前期のものと変わりはない

ものの、その形態において変化が見られてくる。 有台杯は口径が14.5~16cmに中心をもち、径

高指数28前後に まとまるもので、 I期に見られたAタイプと Cタイプの中間的な形態を示して

いる。体部の器形は外傾して開くもので、外傾度も55に中心をもち、 Cタイプに近い。高台は

貼付位置が体部立ち上がり付近に移行して、厚く短い形態のものを外展させて付ーける。以上の

形態を一般的とするが、これとは形態的に異なる体部が聞かず、高台接地面が平坦な形態 (D

タイプ?)が2個体ながら出土している。杯蓋はAタイプの系統と思われる天井部に幅狭の平

坦部をもって開くタイプと、 Aタイプと Bタイプの中間的形態と言える全体的に丸味を帯びる

タイプとが存在する。Aタイフ・はへラ削りを施さず、ナデのみで仕上げるものが多く、口縁端

部を比較的長く折り返す。ABタイプは天井部にヘラ削りを伴うもので、口縁端部の折り返し

が短く丸味を帯びる。紐の形態は両者とも偏平な宝珠形で l期と大きな変化はないが、若干高

くなる傾向が見られる。Aタイプは I期の杯葦の流れを汲むものだが、天井部が狭くなり山笠

状の器形を意識したものへと変化している。これに対し、 ABタイプはこの時期から新しく登

場ーする器形で、 Bタイプの丸味をもっ器形を取り入れて、全体的に器形を丸くしようとする意

図が見られる。無台杯は径高指数28前後の深身のタイプで、底部と体部の境が不明瞭なJ宛状を

呈し、口縁部で短く外反させるDタイプが主体をなす。この器形は l期からの系譜では考えら

れないものであり、何等かの外的な影響によ って出現したものであろう 。また、 l個体だけだ

が、径高指数24程度のやや浅身のタイプで底部が平坦なものが出土している。以後出現する浅

身のCタイプへと変化して行くものと考えられる。

これらの土器群と似た様相を示すものに、能美窯跡群の来丸サクラマチ 3号窯跡 (平田1984)

が挙げられる。この窯跡には前段階からの流れを汲むものと東海地方の系譜で考えられるもの

が共伴しており、前者が当窯跡、と似た様相を呈している。サクラマチ 3号窯跡ではこのように

同時に異なる形態のものを生産しており、そこには工人レベルでの何等かの接触があったこと

は間違いないと思う。この現象は桃の木山 i号窯跡E次床においても見られたものであり、こ
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第25図

のころに、東海地方特に尾張 ・美濃地方からの技術的な影響があって、士不蓋にみられる丸味を

もった器形など在地の製品も変化して行った(蓋ABタイプや有台杯BCタイプなど融合的形

態の出現) ものと考えられる。飛鳥IV期から継続してきた形態は、この段階で転換し、外的な

影響などによ って飛鳥IV期の様相から脱して行ったのではないだろっか。また、この段階はー

器種一法量が完成する時期であり、在地色をもちながら、安定期に入って行ったと考えられる。

戸津28号窯跡 (後半期)

この窯跡は昭和57年度に発掘調査された窯跡で、床の層位関係から 1-田次床に分けられる

(小村他1983)。そして、 I次床と 皿次床では少量ながら一括資料が得られており、
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須怒号是杯、類法:鼠分布図(1)



前後関係が看取できる。

( 1次床)

前半期で見られた器形はこの段階になって 2系統に別れ、それぞれ発展的に退化している現

象が見られる。有台杯については前半期では体部が外傾して開く BCタイプを特徴としていた

が、この段階ではBCタイプの系統で体部が一層外傾して変化して行くものと器高が低平化し

て次の時期に主流となるDタイプに近い形態へと変化して行くもの (BDタイプ)とに分けら

れる。BCタイプは体部外傾度が50程度に減り、前半期に比べて開く感じで、高台が外展する

ものから接地が平坦で踏ん張る形態へと変化している。これに対してBDタイプでは高台の形

態、体部外傾度では変化は見られないものの、径高指数が26----27に変化し、偏平な器形へと変

化している。そして、後者の器形を一層発展させた器形つまり Dタイプ(偏平で、体部の立ち

上がり部が明瞭に屈曲し、短く直立する高台が付く形態)が一点だけ出土している。このBD

タイプやDタイプが以後に継続する形態であり、 BCタイプは以後減少する。杯蓋については

前半期では全体的に丸味を帯びるABタイプと天井部に平坦部をもっAタイプとがあったわけ

だが、両者とも変化している。 ABタイプは全体的に丸味を帯びる点では前半期と変化はない

が、 口縁端部折り返しが断面逆三角形状のものから厚手ながらも折り返す形つまり Aタイプに

近い形態へと変化し、紐の形態が一層偏平となる。Aタイプは天井の平坦部が幅広となり、そ

の分だけ偏平化し、鉦の形態、は中央が突出する器形へと変化する。全体的に作りは粗雑で、 口

縁端部の折り返しがあっぼったくなる。有台杯と同様、後者が以後に継続する器形である。無

台杯では l期にみられた深身のAタイプがこの段階でも存続するものの、器高の低平化と底部

の大形化など偏平な器形へと変化している。また、これ以後無台杯の主流の器形となる器肉が

薄く、偏平な器形のCタイプが定型化されて出現する。
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以上の土器は前半期からの様相を色濃く残すものと 3期へと継続していくものの 2系統の土

器が存在しており、数量的にほぼ同じ程度の割合で構成されている。

(皿次床)

I次床で半数近くを占めていた前半期の様相を色漉く残す土器は、 皿次床では著しく減少し、

偏平な器形を呈す蓋Aタイプ、有台杯Dタイプ、無台杯Cタイプが8割以上を占めるようにな

る。前半期の様相を残す器形はこの段階では占有量の減少だけで、器形上の目立つた変化は認

められない。これに対し、偏平な器形の土器群については I次床のものから変化しながらも偏

平な形で定型化してくる。有台坪では I次床で見られたBDタイプは器高を一層低平にして、

量を減らし、 1個体だけ見られた体部の立ち上がりが明瞭な器形のDタイプは増産されてくる。

また、杯蓋は I次床よりも紐の高さが低いものへと変化し、上面が平坦なボタン状偏平器形の

紐が出現する。無台杯は口径が13~14cmにまとまり、 I 次床のものよりも大形化した分だけ偏

平となって、径高指数22程度の定型化されたものになる。

戸津28号窯跡の段階は前半期の戸津46号窯跡で見られた土器が2つの系統に別れ、それぞれ

器形の偏平化や細部形態の粗雑化という形で、退化している状況が見られる。そして、その 2

つの系統は一方の器形では前半期の形を守りながら減少 ・消滅し、一方の器形では前半期から

の様相を当初は守りながらも、以後形態を一層変化させながら次の段階の主要器種として成長

してゆく 。この段階は以上のような 2期前半期の様相から 3期様相へと転換する過渡的な様相

として位置付けられるものであり、 I次床から皿次床への変化は明瞭である。四次床の段階は

この後半期の中でも終末期であり、 3期に近い様相をもっ。

( 3) 3期

3期は戸津24号窯跡と矢田野向山 1号窯跡皿次窯を指標とする。この期は 2期後半の戸津28

号窯跡国次床で見られた偏平器形のものにほぼ統ーされる段階であるが、その中に新しい器種

組成が導入される時期でもある。杯類偏平化の終局的様相を呈する戸津24号窯跡を前半期に、

偏平器形の衰退傾向が始まる矢田野向山 1号窯跡E次窯を後半期に位置付けるの

戸津24号窯跡 (前半期)

この窯跡は昭和57年度に発掘調査されたもので、床が3枚確認されている(小村1983)。こ

の中で、 田次床 (最終床)で良好な一指資料が得られており、これをもとに当期の様相を述べ

る 。 有台杯はすべてD タイプで、口径14.5~16cmを測り、 15.5cmに中心をもっ。径高指数は26

程度に集中し、 2期よりも口径が大きくなった分だけやや偏平になっている。高台の形態は戸

津28号窯跡皿次床で見られたものと大差はなく、短く直立する形態と厚く短く外展する形態と

が存在する。しかし、高台径は体部の外傾度が増した分だけ大きくなり、口径 ・台径比が74程

度と高くなる。これに伴う杯蓋は資料的に乏しいため、はっきりとは言えないが、口縁端部の

著しく微弱なものが存在することで、戸津28号窯跡皿次床よりも後出する様相と恩われる。無

台杯はC タイプが主体で、口径が13~15cmにバラツキ、 2期後半に見られなかった15cm前後の

やや大ぶりのものも加わってくる。そして、体部の外傾度も漸移的に増加する傾向が見られる。

また、当期に位置付けられるものとしては矢田野向山 1号窯跡I次窯 (望月・宮下1990)が

挙げられる。後半期に位置付けた矢田野向山 I号窯跡皿次窯は、 主軸を閉じくしてこの窯を改

築して作ったものである。有台杯は戸津24号窯跡よりもやや大振りの口径を示し、 16cm台に中

心をもち、径高指数25前後のDタイプが主体を占める。しかし、体部外傾度は60度台前半を測

り、 戸津24号窯跡よりも若干開く傾向にあり、口径・台径比は70前後に多い。高台の形態は畳
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付き部が平坦に接地する短く踏ん張るものが多く、戸樟28号窯跡皿次窯のものに近い。杯葦は

大きな偏平宝珠鉦をもち、口縁端部を厚手の三角状か外反して折り曲げる。無台杯は口径14佃

台に中心をもち、径高指数22前後に分布する Cタイプが主体で、偏平で、体部をやや外傾する

ものが目立つ。これらの様相に関しては戸津24号窯跡に対比してかまわないが、これら主体的

な器形のほかに、天井部が丸く山笠状を呈す杯葦ABタイプと器高の高い深身有台杯BCタイ

プ、底部に丸みをもっ無台杯Aタイプが少量ながら一定量存在する。これらの器形は 2期の株

相を引きずるものとして、若干古い様相をもつが、主体的な偏平器形に比べ、 i割程度しか存

在しておらず、総体的には偏平器形に統ーされる段階と評価でき、 2期後半のものよりも有台

杯Dタイプ、無台杯Cタイプが確実に偏平になっていることを重視し、当期に位置付・ける。

この時期は有台杯 ・無台杯において偏平な器形にほぼ統ーされることを特徴とし、 2期後半

から杯類の口径の大型化に伴う一層の偏平化と体部の直立化の進行に伴う高台径・底径の増加

という形で変化する。また、無台杯の占有率が急増し、矢田野向山 1号黛跡、I次窯では蓋杯を

凌ぎ、 6割程度、 戸津62号窯跡ではほぼ同量程度を有する。 1期・ 2期に見られた蓋杯中心の

組成はこの期を境に転換し、蓋をもたない器種を中心とした組成へと変化する。また、この時

期は上記のような l器種 l法量の原則を守る蓋杯 ・無台杯の須恵器組成と加賀市篠原遺跡 (田

嶋他1987)に見られるような蓋杯の多器種分化または皿等の新器種を含む多器種須恵器組成が

出現・併存し、 2重構造を示す。現在のところ窯跡例としては当窯跡群では確認されていない

が、ある特定の需要者にのみ供給される器種組成の窯が存在していたものと考えられる。

矢田野向山 1号窯跡田次窯(後半期)

後半期は前半期の偏平器形を一層進展させ、法畳の小剖イヒが見られてくる。また、前半期に

一部の窯跡で導入され始めた多器種組成が普及され始める段階として位置付けられ、矢田野向

山1号窯跡由次窯(望月 ・宮下1990)がそれに該当する。

有台杯は I 類(l8~ 19cm) 、 E 類(l5~ 16.5cm) 、 国類(l3~14.5cm)、W類 (12cm前後)、

V類(lOcm台)の5法量が存在し、 I類は径高指数40前後の c類と径高指数28前後の b類、 E

類は径高指数40前後の c 類と径高指数23~24前後の a 類、皿類は径高指数23~ 25前後の a 類 、

N.V類は径高指数28前後の b類にそれぞれ分けられる。前半期から継続する器種はna類と

皿a類であり、 na類はその法量から前半期のD器形をそのまま引き継ぐ器形、 田a類は前半

期のものから法量をひとまわり小さくして分化した一群として位置付けられる。na類は前半

期よりもさらに偏平となり、 na類 ・皿a類ともに高台の高さを低下させている。これに伴う

杯蓋は IIa類・皿 a類ともに偏平宝珠紐を付すが、径を小さくし、やや頂部の盛り上がる形態

となり、口縁部の折り返しは簿く折り曲げる比較的シャープな形態を呈す。無台杯も前半期の

形態を引き継ぐ器種で、前半期に増加した数量をそのまま引き継ぎ、この段階でも主体的な器

種として存在する。器形は前半期に比べ、若干口径を小さくして、さらに偏平となり、口縁部

が外反する。

以上の前半期から継続する器種に関しては 2期から 3期へと変化した杯類偏平化の傾向をそ

のまま進展させ、全体に口径をひとまわり小さくする。この様相は確実に 3期前半に後出する

ものと評価でき、次のニッ梨横JII1号窯跡の段階にも引き継がれるが、この期を境として消滅

への道をたどる。つまり、当期は 8世紀初頭から続く葦杯 ・無台杯器種の終末段階として位置

付けられるもので、同時にこれ以後主体的となる新しい器種の初源的な段階と言える。

さて、新しい器種に関しては先にも述べた蓋杯1c類 ・1b類.II c類 .Nb類・ Vb類に
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加え、無台皿、有台皿、逆蓋器形高均二等があり、また、蓋杯にはこの時期に顕在化する金属器

指向型と も言える体部に沈線をもち、底面をヘラ削り調整するものが存在する。これらの器種

は前半期に、先駆けて一部の窯跡に導入された宮都の器種組成が一般的に普及され始めたもの

と評価できる。前半期のこれらの器種と当段階のものを比較した場合、前半期は、有台杯の I

類径向指数が深身で37前後を呈し、径高指数50前後を測る一群が定量存在すること、無台血に

宮都の皿C形態 (西1979)的な口縁端部面取り状のものが定量存在し、口径15--22cmの中でい

くつかの法量に分けられること、有台皿のn径が21--28cmと大型法量を呈 し、蓋を伴うものが
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存在すること、稜鏡や鉄鉢などの仏具的器種が定量存在することなどに対し、後半期では有台

杯 I類の深身タイプが40前後とやや探くなり、径高指数50前後のものは僅少となること、無台

皿に宮都皿C形態のものは存在せず、底部を粗くへラ削りする底部の丸い口径13~15cmのもの

にほぼ統ーされること、有台皿は17~20cm程度と 20仰を越える大型品は存在せず、蓋の伴うも

のは存在しないことなどを特徴とし、前半期から後半期へ富都的な様相が薄れるとともに、確

実に新しい様相をもって来ていることが窺える。前半期のそれが中央からの強いインパクトで

導入された感じを受けるのに対し、後半期のそれは前半期の器種組成を在地化させたものと評

価でき、次の時期にはその器形を出発点とする新たな器種組成が生まれて行ったと考える。

このように、 3期は蓋杯中心の器種組成からそれが崩れ、葦を伴わない器種に比重を移し、

そして、中央から新しく導入された器種組成を在地の中に還元・融合させ、北陸固有(南加賀

特有)の器種組成を形成して行ったものと考える。

以上、 3期の概要を述べてきたが、これに後続する窯跡としては二ッ梨横JII1号窯跡(望月 ・

宮下1989)が挙げられる。この窯跡では 3期後半で出現した新器種を主体として器種組成が組

まれており、蓋杯は 3法量に分けられ、無台皿・有台皿は合わせて 4割近くの占有率を示す。

矢田野向山 I号窯跡 次窯の様相から二ッ梨横JII1号窯跡へすぐさま移行するとは思われない

が、その聞に末窯跡群の浅JII3号窯跡(出越1989)的な様相をもっ須恵器が存在し、平城W期

の様相をもっ須恵器へと推移して行きながら、在地的な様相を強めて行ったものと考えたい。

3. まとめ

以上、 1 ~3 期の編年序列とその様相を概述してきたわけだが、最後にそれらの暦年代観に

ついて考えてみたい。

まず、 I期は先にも述べたように、飛鳥W期の様相を色濃く残しており、前半期は飛鳥W期

の直後、飛鳥V期・平城 I期の中でも最も古い段階に位置付けられる。年代観に関しては平城

I 期が藤原宮の時期 (678~710年) をあてることには問題がない(西1976) ことから、 l 期の

上限を700年を前後する年代頃かまたは若干これを遡る年代をあててよいものと考える。 3期

については、前半期の段階で、偏平器形に統ーされ、一部の器種組成に平城期に対応される

ような宮都的器種組成が導入されることから、平城H期に対比可能である。 しかし、後半期に

は早くも前半期の様相を在地化させており、その法量の小型化が平城田期的な様相も具備して

いることから、平城E期から平城田期への過渡期あたりに対比できるものと考える。平城H期

の暦年代は SD3035下層出土の木簡等から、その一点を730年頃に置くことが可能とされてお

り (西1976)、平城田期の暦年代がSK2101出土木簡等によって750年頃に位置付けられるこ

とから 、総合して 3期の暦年代観は 8世紀第 2四半期頃または第 3四半期にかかる頃に比定す

る。つまり、 1期を (7世紀末?)~ 8世紀第 l四半期頃、 2期を 8世紀第 1四半期~第 2四

半期、 3 期を 8 世紀第 2 四半期~(第 3 四半期? )の暦年代観が与えられるものと信じる。

註

( 1 )吉間氏は 8世紀前半を I期と し、その機相を 「須恵器は古漬時代末期の告書稜・器形が払拭され、 ・・・・・・・・全体

に依然畿内に準ずる様相を示すJと概念付けている。そして、前半の様式を春木3号祭跡と して1，期に、後半の

標式を若緑3号5足跡として 1.期に細分し、1，期の様相l立古境時代末期に見られた有返叢+無台身と無返叢+有

台身の基本的な 2類裂が解消 し、無台勾:と無返釜+有台身を基本とする組成が成立するものと して、平総I期に

位置付け、 1.期の様相は勾:類の平均的縮小化と深身の大型有台均:が一定の量比を獲得して器形が分化する特徴を

提示し、12期のd相が平減目期に対比できると している (吉岡1983)。このように、 8世紀前半を 2Mに分け、

h
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Rυ 



平城I期と.;p:城n!舗に対比する考えは、様式とする窯跡と続念規定に変動はあっても基本的にはその後も受け継

がれ、図画島氏または北野氏によってn3期と四期に編年区分されている (悶嶋1989、北野1989)。

(2)来丸サクラマチ3号窯跡の釜体器形について木立氏は 「この段階に新器風・技術をもたらした山笠形の勾:蓋は

・・・・・・・・より広範な地域で一斉に導入されたものと思われ・・ ・・・・・・東海地放の須恵器生産組織と何らかの関係が

あった可続性が高いJと東海地方との関連性を指摘している (木立1985)。

(3 )戸津62号窯跡は停類の務形から 2期の終末から 3期前半に位低付けられる もので、窯体内取り残 しの製品は少

なかったが、叢杯と無台停の量は半々程度で、焼台に使用されたものを含めれば、無台杯が 7割程度を占める

(望月 1991)。
( 4 )北野博司氏は篠原遺跡を標式とするjこ務群を前四期と設定し、その内容について「多様な器種分化と法量の規

格性が顕著な密都の組成に準じた内容をもっjとするが、 一方では fn期以来の食勝具セ ットの基本構成を引き

継ぐ、組成的に比較的単純な一般集落や窯もあって、組成の 2面性は明書産化しているJと述べられている{北野1

989)。
(5)二γ梨検1111号窯跡の偏平総形停類は、全体では 2割程度と低い比率を示し、重量停で口径13-14cm、無台勾:で

口径12- 14cmを i~ljt) ，後高指数を向くしながら、口径を確実に小型化している。 矢田野向山 l 号~a和国次察まで

に見られた勾:類の偏平ftはこの段階では消滅化という形で推移して行っている (望月 ・宮下1989)。
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iヒ聖子博司 1988 r期途からみた食膳兵の組成とその変化Jrシンポジウム 北陸の古代土器研究の現状と諜題

(報告編)J石111考古学研究会 北陵古代土器研究会

1989 r北陸における須恵総生産Jr北陸の古代手工業生産j北陸古代手工業生産史研究会

木立雅朗 1985 r能美黛跡群の須恵器編年ー (1 )北群Jr辰口町湯/jf古黛跡j 辰口町教育委員会
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吉岡康暢 1983 r蓄を良平安時代の土器編年Jr東大寺領横江庄遺跡j 松任市教育委員会 石111考古学研究会

付 記 生産体制とその背景

この考察では8世紀前半の須恵器について、その器形変化を追ってきたが、ここではこの器形変化から見た須恵器

生産の在り1Jについて二、三考えてみたいと患う 。

まず、須恵器器形の大まかな粗筋を述べれば、食勝具は700王手頃を境として、有室長無台勾:は消滅し、有蓋有台均:と無

差無台杯に統一される。また、同時に 7世紀代見られた問器種内での法量分化は衰退し、 i器種 1i宏量の規制をもっ

食絡具となる。 li前重 1i宏量の食勝具は 8世紀前半代主体的に存続し、 8世紀第2四半期頃に導入された新器穫によっ

て徐々に崩獲し、その新器獲を中心とする器種構成へと変貌を遂げる。大田告での器形変化は以上のとおりであるが、

その器風にはこの間2つの系統が存在し、その諮形変化とともに出現・消滅する。有量E有台勾:と無差無台t不のセット

に統ーされた段階、つまり 1J拐では、 7世紀代の緩相を残存させるとと也に、 6・7世紀代の主体的な畿内に準ずる

線相が存続する。 しかし、 1 j羽後半から 2期前半頃、東海地方 (特に美波須衛窯)の影響を受けた器形が各黛で単発

的に出現し、それとともに 7枇紀代の様相を払拭して、その東海的務風と織内的器風を混ぜたような在地特有の器形

を作り出す。きっかけは東海地方の影響と判断できるが、その性格は後内一辺倒の様相から脱し、在地の様相を形成

する段階として性絡付ける。2期に見られる 1器種1法量の固執はこのような在地様相の形成を意味するものと考え

られ、 2 期後半から 3期前半へ東海的器風が徐々に薄れ、 ~t陵で li一般的な畿内的器風が顕在化する。

以上のような須怠器器形に見られる畿内的 ・東海的器風の受け入れ、または器極構成の畿内遵守の形は何を意味す

るのだろうか。社会的な背景または生産組織の在り方からその流れを考えて見たい。

まず、 l期以前にあたる、 7世紀後半の機相について考えてみたい。この時代は寺続的建の時期に当たり、南加賀

では保賀廃寺 ・津波倉躍を寺 ・弓波廃寺 ・宮地廃寺、北加賀では末松廃寺など多くの寺院が建立されている。 この寺院

創建には瓦工 ・木工・仏工などの専門的技術を.有した工人が中央から派遣されてきたと思われ、瓦から見ても、吉岡

氏が f慶瓦線式の主流lま紀寺式であり、越前を経由することなく畿内方面より直接技術導入が百十られてJ(吉岡1976)
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いると指摘するように、生産組織レベルでの畿内との密接な結び付きを感じる。この瓦生産は能美黛跡鮮滋E霊祭など

瓦陶兼業・~というかたちをと っ ているものが多く、須~器生産においても瓦とともに、以上のような畿内か ら の技術

導入が計られる可能性が大きいわけである。このような寺段創建という政治的な要因によ って、特殊な形での須'ffl.総

生産体制があり、須窓絡に後内の様織がストレー トに導入されて行ったものと考えたい。このような特殊な場合を除

いて、本来の須怒号量生産にはどのような形が採られていたのであろうか。律令紛の黛業生産の在り方について、浅香

年木氏は多彩粕陶器と瓦はその生産に官営的な要素が存在していたことを指摘しつつも、 「須恵総生産に関する限り、

その喜握力t群が概ね一群一塁握力t群への指向を帯びるところより見て、その生産と交易を支配するものは、君日;ft~に代表

される、それぞれの地域の伝統的な支配勢力であり 、通常の場合、ほほ郡単位の交易織に支え られていたJ(浅香197

1)と推測 している。つまり 、在地勢カを支配者照として在地の技術者を僧成長とする、務をー単位とした在地の中で

の須恵器生産と して理解できるものであろう 。また、若干対象とする時代が古くなるが、共肉体の理念を取り入れた

ものとして、萩本勝氏の考祭 (萩本J985)がある。氏はその中で. r生産と経営の主体は陶工集団を内に含んだ村裕

レベルの首長婦ではなかろうか」として f焼陶伐薪の山の経営を始め、広く在地の要求に答えるべき陶工集団として、

在地における『デーミウルギー{村抱え)J的位鐙付けを考えなくてはならないだろうJとt寸興味深い見解を述べ

ている。このような見解を総合すれば、須恵器生産を主主握していたものは郡領層という中央との結び付きをも った人

間であったとしても、 i質祭須恵絡を作り上げていた人問はもともと在地にいた村抱え的な技術者であり、その技術者

を根本的に取り緩める人間もその村の首長的な位置にあったものなのであろう 。

以上のような生産組織の形を前提として考えれば、 7世紀後半に顕在化した寺院創建という政治的事象が過ぎ去っ

た菌感700年以後というのは、本来の須~器生産の形に戻ったものと考えられ、政治的な強制l力の弛緩とともに直接須

恵器製作にあたる工人に畿内的~風が薄れていったのではなかろうか。 また、この段階には銭湯の拡大と増産が見ら

れ、新たな須~器工人の篠保とともに一層村に椴差した形、つまり r-器種一法量J を特徴とする蓋好、ゃ東海地方の

作風を取り入れた形態等在地的な色彩をもったかたちでの須恵器生産が行われるようになったのだろう 。 ただし、こ

の須恵総生産組織の トップに立つのは郡領層であり、在地家族がこれにあたっていたとしても、律令制の支配機惰に

組み込まれた「畿内貸族の地方支配に協力する末端官僚の役割をもつものJ(浅香1978)である側蘭もも っていたわ

けである。このような状況により、以前にも述べたように器形上では畿内に準ずる形を採るといった器本的な原則iま

遵守されていたものと考える。

しかし、 3期前半に再び7役紀後半で見られたような直接的な後内からの須怒号号機式の導入が見られる。 これは鐙

中の流問N016-1手遺跡 1. 2号詩集跡(よ野他1980、山::<$:他1986)でも問機のものが見られ、北陸全般において期を同

じくして導入された可能性をもつものであり、何等かの政治的変動に起因するものと思われる。その要因としては律

令市tJの確立と中央集権の強化などを惣定したいが、中央でも国分寺造営 ・大仏関眼に示される律令古代国家の発展が

みられ、この時期に'8都でも土器様式にさらなる発展が見られる。平織宮の宮都完成と律令経済の安定または経済進

行は、強い影響力となって地方官人に向けられ、宮都の多様な器種分化と食絡機成を真似て、地方宵人にいち早〈宮

都的土器様式が導入されていったものと見る。

しかし、このような畿内的な様相を直接的に受け入れる須恵音寺様相は長くは続かず、後半の矢印野litJW1号翼民跡皿

次黛ではすでに宮都的器種組成が在地的に遜元され、次のニ ッ梨横1111号黛跡や箱宮5号黛跡の段階では、さらに展

開して、地域色を一層波くしながら、北陸国有とでも言 うべき、須恵、経様相を形成している。つまり、この段階は須

恵器生産を掌怨するト ップの位置にあった郡領庖においても、 「中央の形に従えjといった基本方針をやや軍基視する

傾向が出てきた段階として評価でき、そして、この背策には律令制支配の弛緩や荘関市tJ的土地支配の萌芽等社会的な

要因が存在したと想定できる。この社会的な変動に伴って、末端官僚としての位鐙にあった郡領府に対する中央から

の支配カも低下 したものと考えられ、その郡領層を支配体系のト ップに償く須恵総生産組織も中央からの規制が鰯まっ

ていったものと考えたい。このような状況により、須恵器生産はー府在地に根差す形となり、郡単位での生産組織を

形作ると共に、各黛跡群での地減差の出現など地主主に被差したような形での須恵器様相を生み出して行く結果となっ

たのであろう。
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